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れ
ば
、
作
物
の
作
付
面
祐
の
増
加
と
反
収
の
向
上
が
考
え
ら
れ
る

。

い
生
産
様
式
と
し
て
は
、

に
利
用
す
る
と
か
、

繁
殖
速
度
の
大
き
い
微
生
物
を
利
用
す
る

こ
と

が
考
え
ら

臨
域
の
ほ
ゞ

二
倍
を
占
め
る
海
域
を
食
泣
生
産
の
場

食
租
増
産
の
技
術
的
対
策
と
し
て
は
、

が
指
摘
さ

れ
て

は
い
る
が
、

予
測
さ

れ
て
い
る

た
め
、

こ
の
効
果
的
対
策
は
乏
し
い
。

世
界
人
口
は

一
0
億
人
か
ら
二
〇
憶
人
に
倍
増
す
る
の
に
一
八
三

0
年
か
ら

四

0
年
で
倍
増
し
、

一
九

三

0
年
以
降
は
ほ
ゞ

加
率
か
ら
推
算
す
る
と
、
今
後
の
三

0
年
間
に
さ
ら
に
倍
増
す
る
と
言
わ
れ
て

り
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
新
し

従
来
の
生
産
方
式
化
し
た
が
う
と
す

の
最
低
必
要
条

件
で

あ
る
食
糧
供
給
の
問
題
は
、
長
期
的
視
点
に
立
つ
と
や
は

し
た
が
っ
て
生
存

人
口

の
爆
発
的
増
加
を

つ
と
め
て
抑

圧
す

ぺ
き
こ
と

活

に
必
要
な
各
種
資
源
を
円
滑
に
供
給
す
る

こ
と

が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る

と

い
る
。
こ
の
世
界
人
口
の
地
加
に
対
し
て
は
、
単
に
食
柾
ば
か
り
で
な
く
、

生

一
九
六
九
年
に
は
三
八
憶
人
に
達
し
た

。
最
近
の
人
口
増

一
九
三

0
年
ま
で
、

実

vC
-
0
0
年
を
要

し
た
が
、

問
題
が
深
刻
な
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

。

ほ
半
数

を
占

め
る
開
発
途
上
国
の
人
口
が
著

し
い

増
加

を
示
し
て
お
り

、

食
粧

生
産

は
進
ん
だ
農
業
技
術
に
支
え
ら

れ
て

急
迭
に
上
昇
し
て
き
た
た
め
に
、
農

進
国
に
属
す
る
人
口
は
世
界
人
口
の
二

0
数
佑
忙
す
ぎ
な
い
0

世
界
人
口
の
ほ

産
物
の
い
ず
れ
か
の
品
目
に
つ
い
て
、

生
産
過
剰
に
陥
っ
て
い
る
。

し
か
し
先

き
わ
め
て
低
い
0

先
進
国
は
お
し
な
ぺ
て
人
口
増
加
率
が
低
い
反
面
、
農
業

近
年
、

わ
が

国

で
は
米
の
生
産
過

剰

か
ら
食
粗
問
題
に
対

す

る
世

人
の

関
心

世
界
人
口
と
食
糧
問
題

世

界

の

農

業

と

農

薬

事

情

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
ク

ー

石

倉

秀

次

•し

｀
 
ヽ

．
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成
し
て
、 収

誠
・

肥
料
・

涎
薬

に
わ
か
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。

は
周
知
の
通
り
で
あ
る

。

九
九
ト
ン

忙
増
大
し
、

、●

一
九
六
八

年
に
米
国
大
統
領
府
は
世
界
の
食
糧
問
題
に
関
す
る
報
告
書
を
作

増
加
す
る
世
界
人
口
に
対

す

る
食
祝
供
給
を
確
保
す
る
た

め
に

必
要

な
殷
業
生
産
資
材
の
投

入
所

要
紐
を
推
定

し
て
い
る

。

近
年
、

ト
ン
で
、

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

い
わ
ゆ
る

「
緑
の
革
命
」
が
、

品
種
が
育
成
さ
れ
、

コ
ム
ギ
、

（

籾

）

こ
れ
ら
の
品
種
を
普
及

に
移
し
た
国
で
は
反
収
が
飛
躍
的

イ
ネ

の
三
主

要
穀
類
に
つ
い
て
は
多
収

五
倍
で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
が
、

，
 

＇ ． 
病
害
虫
防
除
の
翫
要
性
が

ま
た
稲
の
絶
対
生
産
力
に
関
す

同
期
間
の
わ
が
国
の
平
均
収
旦
は
四
、

0
四

現
実

忙
食
祖
生
産
に
大
き

を
お
年
月
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

域
総
面
秩
の
三
二
伶
に
す
ぎ
な
い

。

う
ち
耕
地
お
よ
び
樹
園
地
は
一
四

両
者
を
合
わ
せ
て
も
陸

し
た
が

っ
て
農
地
拡
大
の
余
地
が
あ
る
か

大
の
余
地
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る

。

よ
し
全

陸
域
を

六
四
年
の
五
ケ
年
間
に
お
け
る
世
界
の
稲
作
収
量
の
平
均
は

一
ha
当
た

り

一、

也
界
平
均
の
二
、

る
基
礎
研
究
か
ら
は
生
産
力
を
わ
が
国
の
最
近
の
収
紀
の
三
倍
程
度
に
は
高
め

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

。ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
、

も
た
ら
さ
れ
は

じ
め
て

を
た
こ
と

そ
の
推
定
を
行
な
う
の

反
収
増
大
の
可
能
性
は
炭
地
拡
大
の
そ
れ
よ
り
は
大
き

い
。

戯
地
と
し
て
も

、

の
数
字
か
ら
限
度
で
あ
る

。

現
在
利
用

し
て
い
る
面
和
の
三
倍
に
拡
大
す
る
の
が
、

の
よ
う

に

一
見
み
え

る
が、

山
岳
、

沙
漠
な
ど
の
荒
ぶ
地
が
多

く、

農
地
の
拡

a
、

音
5

1

,1

r
l
 

永
年
採
草
地
お
よ
び
牧
草
地
は
二
九
億

ha
で、

地
球
の
陸

城

の
総
面
釈
は
ニ
―
―
四
億

ha
、

く
寄
与
す
る
よ
う
に
な
る
花
は
、

れ
て
は
い
る
が
、

い
ず
れ
も
技
術
体
系
が
完
成
し
、

一
九
六

0
年

S

前
記
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用
さ
れ
て
い
た
が
、

段
階
で
、

忙
お
け
る
主
要
食
租
作
物
の
平
均
収
困
と
旋
肥
鼠
お
よ
び
殷
薬
消
費
凪
と
の
関

対
数
値
と
主
要
食
祖
作
物
の
平
均
収
位
の
対
数
値
と
の
間
、
、
な
ら
び
匠
単
位
面

直
練
的
回
帰
が
あ
る
0

言
い
か
え
れ
ば
主
要
食
糧
作
物
の
反
収
を
増
加
す
る
に

て
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
り
、

有
効
成
分
の
所
要
[
1

ま
た
近
年
は
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
開
発
途
上

国
に
お
け
る
幽
業
発
展
忙
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

。

米
国
大
統
領
府
の
報
告
書
は
、

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
既

こ
の
有
効
成
分
を
生
産
し
、

流
通
す
る
の
に
必
要
な
経
費
、
農
家
の
段
階
で
必
要
と
さ
れ
る
防
除
総
経
烈
を

第
一
表
の
よ
う
に
見
放
っ
て
い
る

。

こ
の
見
荊
り
に
よ
る
と
、

上
に
の
ぺ
た
開
発
地
域
で
は
、

食
社
生
産
を
五

〇

茄
増
大
す
る
の
匠
は
三
四
万
ト
ン
、

耕
地
で
食
税
生
産
を
現
状
ょ
り
一

O
s
1
0
0
茄
増
加
す
る
の
に
必
要
な
裟
薬

お
よ
び
ソ
連
邦
を
除
く
、

ア
ジ
ア
、

右
に
の
べ
た
関
係
か
ら
、

―
二
万
ト
ン
の
炭
薬
有
効
成
分
が
使

さ
ら
に
製
剤
に
加
工
し
て

日
本
、

防
除
の
重
要
性
を
改
め
て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

イ
ン
ド
で
は
白
葉
枯
病
の
多
発
に
見
舞
わ
れ
、

倍

一
九
六
三
年
の

の、

中
国
本
土

向
上
す
る
段
階
に
お
い

病
害
虫
の
防

そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
病
害
虫

布

し

た

稲

の

多

収

品

種

I

R
l
八
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
メ
ィ
チ
ュ
ウ
や
ウ
ン
カ

除
を
無
視
し
て
は
、
多
収
を
望
み
得
な
い
0

国
際
稲
作
研
究
所
が
育
成
し
、

肥
が
前
捉
と
な
り
、

そ
れ
が
病
害
虫
の
多
発
を
も
た
ら
す
の
で

は
じ
め
多
投
品
種
に
そ
れ
ら
が
も
っ
生
産
力
を
発
渾
さ
せ
る
に
は
、

こ
れ
は
戦
後
に
わ
が
国
の
農
業
生
産
力

が
回
復
し
、

配

多
梵
の
施

こ
と
に
稲
を

使
用
足
も
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る

。

は
、
旋
肥
黛
を
増
加
す
る
必
要
が
あ
り
、

旋
肥
最
を
増
す
に
つ
れ
て
、
駿
薬
の

積
当
た
り
の
旋
肥
屈
と
殷
薬
の
有
効
成
分
の
投
入
鼠
と
の
間
に
は
、

係
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

忙、

・畜

単
位
面
秋
当
た
り
旋
肥
鼠
の

ま
ず

一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
三
年
ま
で
の
間
の
先
進
国
、

｀ 

そ
れ
ぞ
れ

開
発
途
上
国 ．
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の
目
標
を
示
す
意
味
で
、

一
方

F

A

0
は
一
九
六
九
年
の
総
会
に
、

ぞ
れ

一
六
、

ぞ
れ
七
億
ド
ル
お
よ
び
二

0
佑
ド
ル
、

第 1表 アジア（日本 ，中固本土およびソ連領を除 く） ，アメリカ

ラテンアメ リカの既耕地で食和生産企 10~1  0 0 %増加す るの

に必要なに菜 の所要歴~. 
こ
れ

は

一
九

六

二
年
ま
で
の

人
口

お
よ
び
袋
業
生

培
す
る
に
は
七
一
、

五
億

ド

ル
お
よ
び
三
四
、

指
標
計
画

ー
を

提
出

し
た
。

，
 

．
 

殷
家
段
階
で
の
防
除
総
経
費
は
、

七
低
ド
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る

。

世
界
品
業
の
今
後
の
開
発
の

主
妥
農
産
物
の
僑
要
と
供
給
の
見
通
し

1
世
界
炭
業 つ

そ
れ

食祉生迂の
必g茨；Sの必要 左tこ必姿 な経投（ 10 0万＄ ） i誌業者の段沿
トン数 で必要な紅費

増 加 率 （有効成分） 賑 体製造 製剤及流迎 の総額(1UO万＄）

゜
120,000 580 

1 0 155,000 1 1 0 40 750 

2 0 190,000 145 80 920 

3 0 235,000 240 130 1, 14 D 

4 0 285,000 340 185 1,380 

5 0 340,000 455 245 1,650 

6 0 405,000 590 320 1,965 

63 420,000 63 0 335 2.03 5 

7 0 470,000 725 390 2,280 

8 0 545,000 8 8 0 47 5 2.645 

9 0 630,000 1,055 57 0 3,055 

1 0 0 715,000 1,23 D 660 3,470 

で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
必
要
な
低
薬
の
生
産
と
流
通
忙
要
す
る
経
費
は
、

そ
れ

五
万

ト
ン

の
品
薬
有
効
成
分
の
投
入
を
必
要
と
す
i
な

よ
う

-4 -



ド
ル
）

(

1

0

、
六
倍
ド
ル
十
五
、

七
億

第
一
表
に
示
さ
れ
た
食
糧
作
物
の
生
産
を
九

0
f
P

増
加
す
る

正
確
な
比
較
は
で
き
な

い
が
、

り
四
、
．
ニ
ド
ル
の
農
薬
を
必
要
と
す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

間
中
の
防
除
を
収
穫
面
釈
の
二
六
劣
行
な

う
と
す

る
と
、

い
な
か
っ
た
が
、

四
年
度
に
、

耕
地
―

ha
当
た
り
わ
ず
か
に
三
〇
セ
ン
ト
の
炭
薬
し
か
使
用

し

て

東、
ま
た
、

し
か
し
、

増
加
す
る
。

た
計
画
で
は
、

二
億
人
に
逹
す
る

あ
る
の
で

、

て
い
る
。

ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
開
発
途
上
地
域
で
は
一
九
六
二
年

1
六 近

に
は
ほ

ど

遠
い
よ
う

で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
生
産
を
達
成
す
る
に

も、

第
二
表

ル
が

一
九
八
五
年
に
六
六

0
億
ド
ル
に
達
す
る
だ
け
で

、

総
需
要
を
ま
か
な
う

産
の
動
態
を
基
礎
に
、

一

九

八

五

年

の

農

産

物

の

街

要

と

供

給

を

推

定

し

一
九
六
二
年
に
お
け
る
開
発
途
上
国
の
人
口
は
一
三
、

人
口
は
年
率
二
、

食
紺
需
要
は
年
率
三
、

そ
の
結
果
、

八
〇
憶
ド
ル
か
ら
一
九
八
五
年
に
は
九
二

0
倍
ド
ル
と
二
三
年
間
に

一
四

二
佑

開
発
途
上
国

内

で
の
食
糧
生
産
は
、

忙
示
す
だ
け
の
病
害
虫
防
除
の
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
世
界
農
業
指
標
計
画
に
よ
る
と
、

ア
フ
リ
カ
、

た
対
象
地
域
は
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

農
業
生
産
の
八
八
佑
の
増
加
に
対
し
て
二

0
、

る
と
い
う
の
は
、

第

二
表
に
示
し
た
よ
う
に
、

の
に
必
要
な
農
薬
経
費
の

一
七
、

に
ほ
ゞ
見
合
っ
て
い
る

。

三
億
ド
ル

日
本
を
除
く
極
東
地
域
、

種
子
処
理
を
二
四
る
、
、
栽
培
期

ヘ
ク
ク

ー

ル
当
た

そ
の
総
額
は
二

0
、

八
億
ド
ル

vc達
す
る

。

第

一
表
に
示
し
た
推
定
対
象
地
域
と
、

第
二
表
に
示
し

八
億
ド
ル
の
農
薬
を
必
要
と
す

一
九
六

二
年
の
三
六

0
億
ド

開
発
途
上
国
に
お
け
る
食
租
術
要
は
一
九
六

二
年
の

九
外

の
割
合
で
増
加
す
る
で
あ

ろ
う
と
し

個
人
所
得
の
増
加
に
と
も
な
う
食
租
需
要
の
増
加
も

で
あ
っ
た
が
、 ●. 

一
方
、

六
佑
で
増
加
し
て

一
九
八
五
年
に
は
二
五
、

． 
九
億
人
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第2表 世界炭業指標計画における開発途上国の 19 8 5年における食粗作物病害虫防除必要規模

（殷業開発世界指標計画案，第 1巻 !'. 2 1 3) 

種 子 処 理 栽培期間中の防除
防除の

収穫面栢

地 域 1ha当9
種子処理 経 伐 種子使用総泣 防除面秋 径 費 収穫面秋忙 総経骰 防除経喪
1,000 t 1 0 0万＄ に対する佑 1,0 OOha 1 00万＄ 対する，，， 100万 ＄

＄ 

アジア ・北極 2.363 20 23 77,193 1,196 29 1,216 4.5 

近 束 59 1 4 25 6,51 •I 113 1 9 1 1 6 3.3 

北アフリカ 153 1 18 3,046 37 20 39 2.5 

サハ ラ以南 734 
のアフ リカ

4 24 20,423 304 2 1 309 3.1 

南 米 1,070 ， 26 22,692 388 30 397 52 

．． 

＾ ロ

計 4,91 1 38 24 129,869 2,038 26 2.0 7 7 4.2 
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D
D
T
の
開
発
か
ら
数
え
て
ほ
ゞ
四

0
年
に
逹
す
る
有
機
合
成
農
薬
の
開
発
は
、

農
薬
の
適
正
か

つ
安
全
な
使
用
方
法
の

普
及
が
重
要
で
あ
る
。

虫
防
除
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

虫
防
除
法
が
研
究
さ
れ
、

開
発
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
種
類
の
多
い
病
害
虫

問
題
が
次
第
に
深
刻
化

し

て
き
て
い
る
。

裂
薬
に
よ
る
病
害
虫
防
除
の
根
底
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な

問
題
や
、

で
三
倍
、

農
薬
の
多
用
に
つ
い
て
は

、
農
産
物
に
対
す
る
農
薬
の
残
留
、

性
農
薬
に
よ
る
水
や

土
壌
の

汚
染
、
水
産
物
、

の
濃
縮
汚
染
な
ど
、

発
の
促
進
と
、

こ
の
た
め
農
薬
防
除
に
か
わ
る
病
害

畜
産
物
に
お
け
る
残
留
性
朕
薬

人
体
の
健
康
に
対
し
て
障
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
諸

天
敵
の
死
坂
忙
よ
る
害
虫
の
異
常
発
生
、

抵
抗
性
の
獲
得
な

ど、

病
害
虫
の
農
薬
に
対
す
る

や
雑
草
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
農
薬
の
よ
う
に
普
遍
的
に
効
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
防
除
方
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
当
分
の
間
は
晟
薬
が
病
害

そ
れ
に
し
て
も
右
に
述
ぺ
た
炭
薬
の
使
用
匠
基
因
し
た
諸
問
題
は
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
安
全
性
の
高
い
、

い
わ
ゆ
る
無
公
害
殷
薬
の
開

一
方
、

の
盃
要
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
そ
う
で
あ
る
。

残
留

で
は
農
薬
の
需
要
枇
は
年
率
一
〇
笏
程
度
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
農
薬

ハ
キ
ス
タ
ン
や
韓
国
で
は
二
倍
程
度

匠
増
加

し
て
い

る
0

世
界
全
体

の
消
費
量
が
急
速
に
増
大
し
て
お
り
、

韓
国
、

イ

ン

ド
ヽ

八
ヽ

日
本
は
六
、

九
六
七
年
に
有
効
成
分
鼠
で
、

燐
薬
使

用
の
今
後

先
進
国
に
お
け
る
幾
薬
の
消
費
量
は
過
去
二

0
年
間
に
著

し
く
増
加
し

、

0
万
ト
ン

、

．

、

ト
イ
ツ
は
一

近
年
は
台
湾
、 ●、

ア
メ
リ
カ
は
二
七
、

九
万
ト
ン
、

五
万
ト
ン

、

カ
ナ
ダ
は
二
、

イ
ク
リ
ー

は

二
万

ト
ン

、

イ
ン
ド
や
台
湾

で
は
輸
入
最
は
三

年
間

パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
中
進
国
に
お
け
る
農
薬

は
プ
ド
ゥ
栽
培
に
対
す
る
殺
苗
剤
の
散
布
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四
万
ト
ン
を
消
費
し
て
い
る
。
ィ
ク
リ

ー
の
消
穀
品
が
多
い
の

． 
西

-7 -



定
し
て
、

9 . 

工
業
を
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
そ
の
他
の
煤
業
開
発
の
国
隙
協
力

Vc
生

か

開
発
途
上
国

VC
お
け
る
作
物
保
殺
技
術
の
向

上

忙
努

め
て
い

る
が

、

と
が
前
提
と
な
る

。

の
適
正
か
つ
安
全
な
使
用
を
指
導
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
が
、

は
病
害
虫
の
発
生
を
把
掘

し、

． 適

正
な
使
用

そ
れ
ぞ
れ
の
病
害
虫
に
有
効
な
品
薬
を
適
期
に

適
紅
に
使
用
す
る
こ
と
忙
あ
る
の
で

、

病
害
虫
に

つ
い
て

の
研
究

を
進
め
る
こ

F

A

0

で
は
こ
の
た
め
多
く
の

地
域
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
設

世
界
的
に
み
て
高
い
水
準
に
あ
る

わ

が
国
の
作
物
保
護
の
研
究
や
技
術
、
農
薬

し
た
い
も
の
で
あ
る

。

一
方
今
後
煤
薬
の
使
用
紐
が

増
加
す
る
開
発
途
上
地
域
に

対
し
て

は
、
煤
薬

も
緒
に
つ
い
て
き
た
。

い
ま
だ
に
止
る

と

こ
ろ
を
知
ら
な

い
し
、

低
毒
性
、

非
残
留
性
の
炭
柴
の
開
発

-8 -



結 ケ 夕 マ

二

び ア
と

南

ア

エ

ジ

プ

ト ゜

フ

ィ

リ

ヒ

ン

ス

マ

ト

ラ

の

プ

ラ

ン

テ

ー

ジ

ョ

ン

ペ

ト

ナ

ム

粒

剤

晶

薬

イ

ン

ド

ネ

シ／

ァ

イ

レ

ー

ツ

ア

は

じ

め

に

も • • 
＜
 

聞

く

人

じ

日
本
曹
達
株
式
会
社

中 村

田 山

東

南

ア

ジ

ア

諸

国

の

農

薬

使

用

状

況

正 隆 ． 
成
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9 . 

を
萩
極
的
に
使
う
や
り
方
を
進
め
て
い
ま
す
。
あ
の
国
の
ば
あ
い
は
ゴ
ム
園
が

あ
る

で
し
ょ
う

。

ゴ
ム
だ
と
農

薬
、

そ
れ
で
戯
桑
に
つ
い
て
は
良
く
知
っ
て
い
ま
す
。

に、
村

山
政
府
の
援
助
と
言
い
ま
す
か

、

マ
レ
ー
シ
ア

ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
は
、

そ
う
い
う
前
向
き
の
意
志
を
も
っ
て
煤
薬

と
く
に
除
草
剤
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。

う
い
う
よ
う
に
農
薬
が
使
わ

れ

て
い
る
か

、

． 
ゴ
ム

園

と
か

オ
イ
ル

.‘
 
ノ

マ
レ

ー

シ
ア
が
い
ち
ば
ん
前
向
き

各
国
の
実
状
は
い
か
が
で
す
か
。

で
す
か
ら
疫
桑
の
問
題
が
大
変
大
き
な
問
函
に
な
っ
て
い
ま
す
c
今
各
図
で
ど

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
0

在
来
稲
は
み
ん
な
大
丈
夫
で
す
が
、

R
ー
五
、

I

R
I
二
二

全
部
や
ら

て、

I

R
ー
ニ

0
だ
け
が
ど
う
に
力
弘
っ

中
伝

こ
の
間
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
帰
っ
た
人
の
話
に
よ
る
と
、

ま
す
と
、

そ
こ
に

病
気
の
問
臨
が

出
て
く
る
わ
け
で
す
。

ヽ

・カ て
く
る
と
い
う
事
で
す
。

そ
れ
で
今
ま
で
発
生
が
低
か
っ
た
よ
う
な

イ
モ
チ

と

害
虫
が
発
生
し
易
く
な
り
ま
す
の
で

I
R
系
統
の
も
の
の
栽
培
が
ふ
え
て

の
こ
と
な
が
ら
栄
養
生
長
の

さ
か
ん

な
稲
が
出
来
で
す
か
ら
、

の
効
果
が
出
る
ん
で
す
ね
0

肥
料
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、

村
山

そ
う
で
す
ね
。

I

R
系
統
で
す
と
肥
料
を
沢
山
入
れ

て
は
じ
め
て

I

R

もヽ

ど
う
し
て

も
病
気
と
か
虫
と
力
で
大
分
や
ら
れ
る

よ
う

で
す
。

係
で
、

稲
の
ば
あ
い
に
も
新
品
種
が
採
用
さ
れ
は

じ
め
、

ジ
ア
大
使
館
か
ら
あ
り
ま

し
た
0

グ
リ
ー
ン

い
炭
薬
は
何
か
出
来
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
先
だ
っ
て
カ

ン
ポ

中
田
は
じ
め
に

ー

虫
と
病
気
が
出

当
然

そ
う
い
う

「
公
害
の
な

・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
関

I
R
系
統
の
塙
合

で

事
情
で
今
フ
ィ
リ
ビ

ン
あ
た
り

で
も

困
っ
て
い
る

よ
う
で

す
。

I

R

I
八、

い
ま

公
害
を
起
す
農
薬
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
ん
な
状
況

-1 0 -・ 



三
え

ま
す

ね
。

い
注

農

業

の
機
枝
化
な
ど
で
も
た
い
へ
ん
前
向
き
な
ん
で
す
ね
、

パ

ー
ム

と
か
で
農
菜
使
用
の
経
験
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

向
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
3

そ
れ
は
稲
以
前
に
今
す
で
、

中

出
で
ヽ

中
出
ま
す
。

を
ま
か
な
う
だ
け
の
生
産
愚
で
な
い
の
で
す
。
今

ま
で
は
米
は
翰
入
す
れ
ば
ょ

国
で
自
給
態
勢
を
作
ろ
う
と
い
う
の
で

、

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

姿
勢
で

す
。

自
分
の
国
で

消
費
す
る
米
は
、

図
の

下
に
、

ス
ム
ー
ス
に
進
ん
で
い
古
す
。

こ
こ
二

S
三
年
で
う
ま

く
い
け

ば
輸
入

し
な
く
て
す
む
ん

じ
ゃ
な

い
か
と

思

い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
、

肥
科
工
場
も
あ
り
ま
す
の
で

、

い
る
わ
け
で
す
。

れ
て
い
ま
す
。

ム
が

あ
る

た
め

妃、

●. 

そ
う
す
る
と
あ
の
国

は
国
自
体
の

態
勢
が

ひ
じ

ょ
う
に
前

当
地
の
農
薬
の
総
使
用
量
の
半
分
は
、

そ
う
い
う
事
が

ゴ
ム
と
か
オ
イ
ル

除
草
剤
で
占
め
ら

効
果
を
確
認
し
て

灌
漑
の
設
備
な

ど
を
整
え
つ

つ
あ
り

次
ぎ
か
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、

い
ち

ば
ん
安

い

B
H
C
粒

も
ち
ろ
ん
使
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

炭
薬
に
よ
っ

て
防

痰
薬
の
使
用
忙

つ
い
て

秋
極

的
な

自
国
で
作
ろ
う
と
い
う
政
府
の
意

ひ
じ

ょ
う
に

マ
レ
ー
シ
ア
の
米
の
自
給
自
足
は
時
間
の
問
距

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
か
ら
、

せ

っ
か
く
肥
料

を
ま
い
て
も
病
害
虫
で
や
ら
れ
古
す
の
で
、

剤
が
中
心
に
な
っ

て
入

っ
て
お
り
ま
す

け
れ

ど
、

そ
れ

か
ら
肥

料
に

つ
い
て

は

現
在
は
殺
虫
剤
が
と
り
あ
え
ず
入
っ
て
お
り
ま
す
。

村

山

そ

う

で

す

。

そ
れ
で
灌
蔽
が
整
備
さ
れ
て
、

ム
ダ
・
リ
バ
ー
の

灌
漑

で
す
ね

。

か
っ
た
ん
で
す

c
し
か
し
そ
れ
で

は
外
貨
が

出

る
と
い
う
こ
と
で
、

今

度
新
し
く
始
め
た
の
が
水
稲
で
し
て
、

一
年
間

の
米
の
生
産
紐
が
国
の

人
口

昔
か

ら

の
除
草
剤

、
新
し
い
除
草
剤

と
い
る
い
ろ
使

っ
て、

そ
れ
ほ
ど
除
草
剤
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
て
、

． 
し
か
し

や
は
り
自

除
草
剤
の
種
類
は

-1 1 -



ま
せ
ん
。

れ
ば
日
本
の
強
み
が
出
て
、

未
だ
水
稲
に
ま
で
除
草
剤
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん

の
で

、

村
山

で
す
か
ら
日
本
の
除
草
剤
は
あ
ま
り
出

て
い

た
い
の
で
す
。

中
田

え
え
、

そ
れ
と
日
本
の
除
草
剤
の
中
心
は
全
部
水
稲
専
問
で
し
ょ
う
。

村
山

中
田

水
稲
関
係
の
農
築
は
日
本
の
が
出
始
め
ま

し
た
し
、

ぬ
薬
が
大
分
出
て
い
る
と
い

う
こ

と
で
す
か

c

よ
り

も
成
功

し
て
い

る
の
は

、

に
応
じ
て
、

．● 

究
所
の
迎
営
、

そ
う
で
す
ね

し

ん
で
し
ょ
う
ね

。

そ
う
で
す
。

て
い
る
の
で
す
ね

。

村
山

中
田

村
山

な
る
ぼ
ど

、

,"". 

は
出
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
関
係
は
、

州
と
か
ア
メ
リ
カ
の
も
の
が
強

い
で
す
ね

c
古

い
歴
史
を
も
っ

て
い
ま
す
か
ら
、

だ
け
ど
だ
い
た
い
畑
作
森
林
閑
係
の
も
の
に
な
り
ま
す
と
、

ュ
ー
ト
と
い
う
ふ
う
な

似
関

を
作
っ
て
や
っ
て
い
る
。

つ
ま
り

ゴ
ム
の
プ
ラ

ン
ク
ー

が
出
硲
し
て
、

利
用
し
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ら
ク
グ
で
貸
う
と
か
、

の
導
入
を
す
る
が
、

水
稲
の
除
草
剤

は
日
本
の
市
場
妬
な
る
か
も
し
れ

し
か
し
畑
作
で
す
ね
、

こ
の
分

野
の
除
草
剤
は
や
は
り

欧

そ

の
研
究
の
中
心
が
あ
る
も
の

で
す

か
ら
、

な
に
が
し
か
を
払
っ
て
箕
う
と
か
い
う
形
で
、

新
品
種
が
作
り

出
さ
れ
た
ば
あ
い
に
は
、

研
究
の
推
進
を
図
っ

て
い
る

わ
け
で
す
0

鼓
初
の
う

ち

は
品
釉

研
究
基
金
と
し

て
幾
ら
か
を
払
っ
て
い
る
ん

で
す

。

所
な
ど
で
研
究
し
て
い
る
か
ら
で
す
ね
0

各
梨
園
は
自
分
の
生
産
高
、

ゴ

ム
の
財
団
を
つ

く
り
、

マ
レ
ー

ジ
ア
が

n

ム
で
は
他
の
国
よ
り
も
、

あ
の
国
は
3

.‘
 

ラ
ノ
ー

． 
こ
れ
は

除
草
剤
も
幾
分
か

日
本
か
ら

う
ま
く

そ
の
研
究
所
か

例
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

そ
う
し
て
研

・
イ
ン
ス

テ

ィ

テ

そ
う
い
う
事
の
反
映
な

う
ま
く
い
っ

あ
す
こ
は

使
う
よ
う
に
な
っ
て

く

出
荷
話

国
総
的

な
ゴ
ム

研

究

-1 2 -



中
田

村

山
~
゜

ょ
う
カ

除
草
剤
の
場
合
忙
も
や
は
り
そ
う
い
う
事
で
し

ん
か
で
も
日
本
の
技
術
に
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
、

中
田

韓
国
の
ば
あ

い
は
大
体
似
て
い
ま
す
か
ら
、

除

草

剤

の

種

類
を
変
え

な

い
と
、

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

草
の
成
育
も
速
い
し
稲
の
成
育
も
速
い
も
ん
で
す
か
ら
、

の
成
育
を

抑
え
ら
れ
る
ん
で
す

が、

村
山
中
田
台

湾

れ
ど
、

マ
レ
ー
シ
ア
が
ひ
じ
ょ
う
忙
前
向
き

す
ぐ
忙
く
つ
つ
い
て
来
て
お
る

そ
れ
か
ら
台

湾
の
場
合
忙
は
、
機
械

化
な

つ
ま

り
日

本
で
は
初
期
に
薬
を
か
け
て
お
け
ば
、

欧
米
の
も
の
で
す
ね
。

コ
マ
ー
シ

ャ
ル

・
ペ
ー
ス

で
は
な
い
で
す
ね
0

使
わ
れ
て
い
る
の
は
韓

韓
国
は

ひ
じ

ょ
う
に
日

本
と
似

て
い
ま
す

け
ど
、

南

VC
行
き
で
す

と、

草
の
成
育
の
度
合
と
稲
の
成
育
の
度
合
と
の
バ

ラ
ン
ス
が

違
う
わ
け
で
す
。

り
方
を
や

り
ま
す
と
、

で
す
。
だ
か
ら
全
く
の
日
本
式
が
そ
の
ま
ま
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
わ
け
で
す
。

も
ほ
ぼ
成
功
し
ま
す
け
ど
。

そ
う
す

る
と
マ

レ
ー
シ
ア

、

ょ
う
な
状
態
で

す
ね
0

農
薬
、

未
た
除
草
剤
の
使
用
は
遅

れ
て
い

す
す
0

台
満
は
そ
の
他
の
点
で
は
日

本
以
上

に
薬
で
も
っ

て
防
除
し
、

使
用
だ
け
は
遅

れ
て
い

ま
す
。

な
る
ほ
ど

、

ル
で
す
か
ら
。 ●. 

日
本
と
同
等
の

レ
ベ

東

南

ア
ジ
ア

地
域
で
、

日
本
み
た

い
な
や

日
本
の
技
術

を
そ
の
ま
ま
入
れ
て

成
果
も
挙
げ

て
い
ま

す
け

れ
ど
、

今
ま
で
の
と
こ

ろ、

台
湾
の
掲
合
は
ど
う
で
す
か

。

固
ぐ
ら

い
で
す
ね
0

韓
国
は
東
南
ア
ジ
ア
と
言
っ
て
も
、

水
稲
の
除
草
剤
は
、

除
草
剤
の

か
な
り
草

台

湾

と

か

も

う

少

し

東

南

ア
ジ

ア
で
は
研
究
さ
れ

て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

． 
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．● 

村

山

小

さ

な

農
家
で
バ

ナ
ナ
園
を
作
っ
て
い

る
と
か

、

非
常
に
集
約
栽
培
で
、

ャ
ン
、

し
か
も
華
僑
が
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
3． み

か

ん

果

樹

ジ
十
ワ
の
競
菜
作

り

の
方
法
在
そ
の
注

A

取

り
入
れ

て
い
ま
す

ね
。

で
す
か
ら

そ
れ
は
も
う
日
本
以
上
に
集
終
で
す
か
ら
ね
0

ク
イ
は
大
休
私
の
感
じ
で
は
南

中
田

―
町
歩
の

野
菜
栽
培
で
ね
0

タ
イ

の
塙
合
忙
は
ひ

じ
ょ
う
忙
枡
さ

れ

て

.
9

ぺ
た
と
こ
ろ
て
は
、

―
町

先
の
鮒
菜
を
作
り
1h

し
て
ね
、

そ
の
利
益
で
小
型

村
山

で
す
か
ら
日
本
の
近
郊
園
芸
と
固
じ
ょ
う
な
わ
け
で
す
。
タ
イ
で
私
が

作
殷
業
は
殆
ど
ク
イ
人
で
す
が
、

野
菜
呆
樹
あ
た
り
は
華
僑
で
す
か

ら
ね

。

中

田

野

菜

類

は

華

偽

が

や

っ
て
い
る
と
い
う
囚
併
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
古
す
ね
。

村

山
い
る
ん
で
す
。
し
か
し
殷
沢
ぶ
な
ど
の
使
用
普
及

Vc
つ
い

て
は、

そ
う
で
す
ね
、

だ
ん
だ
ん
自
分
の
と
こ
る
で
い
る
も
の
は
自
分
で

作
る
ん
だ
と
い
う
姿
勢
で
も
っ
て
、

肥
料
を
給
入
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

出
先
が

な
く
な
る
0

そ
れ
に
も
か

A

わ
ら
ず

経
済
面
は
米
に
だ
い
ぷ
依
存
し
て

い
注
す
ね

。

ト

ラ

ッ

ク ヽ

ー
シ
ア

寸
山

~
ヽ
， タ

イ

そ
の
代
わ
り
コ
マ
ー
ジ
ャ
ル

そ
う
い
う
固
が
、

だ
と
い
う
序
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
ね

や
は
り
遅
れ
て

・
ペ
ー
ス
で
入
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

野
菜
関
係
に
使
っ
て
い
ま
す
。

政
策
と
は
関
係
な
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
台
買
え
る
と
い
う
ん
で
す
ね
。

で
輸
出
先
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
と
か
、

こ
れ
は
園
の

や
は
り
虫
の
食
っ
た
も
の
よ
り
は

綺
店
、
な
も
の
が
高
く
売
れ
る
と
い
う
の
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね

c

す
る
と
、

そ
う
い
う
国
が
煤
楽
の
導
入
を
図
っ
た
り
、

イ

ン

ド

ネ

、ン'

ァ
ヽ

そ
れ
か
ら
マ
レ

タ
イ
な
ん
か
は
い
わ
ゆ
る
米
の
輸
出
固
で
す
が
、

他
の
国
妬
つ
い
て
は
ど
う
で
ょ
う
か
。

稲
今
ま

-1 4-



ま
す
。

そ
う
い
う
の
が
全
国
で
五
ケ
所
く
ら
い
あ
り
、

輸
出
産
業
の
関
係
も
あ
っ
て
、

ト
メ
ン
ト

に
は
農
薬
の
規
制
が
な

い
状

態

で
す
が

、

村

山

大

分

ち

が

い

ま

す

し

ね
。

け
山
中
田

指
定
す
る
わ
け
で
す
。

と
そ
の
他
を
管
轄
す
る
炭

莱
局
と
忙

別
れ
て
お
り

綿
は

中

田

し

か

し

販

売

店

は

股

家

忙

対

し

て

、

デ
バ

ー

な
に
か
資
料
を
も
っ
て
セ
ー
ル
ス

そ
れ
が
行
き
設

る
の
は
せ
い
ぜ
い
問

屋
あ
る

い
は
販

此
家
ま
で
は
行

き
渡

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
0

私
共

も
一
生
懸
命
．
ハ

普

及

負

制

度

も
な
い
よ
う
で
す
の
で
、

る
わ
け
で
す
。

ン
フ
レ
ッ

ち
ゃ
ん
と
自
家
発
電
で
の
テ
レ
ビ
を

安
全
で
公
害
の

な
い
も
の
を
い

ろ

い
る
と

そ
う
い
う
政
策
の
な
い
固

は
当
然
取
り
締
り
も

な

い
の
で
、

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
れ
は
コ
マ
ー
ジ
ャ
ル

末
端

そ
う
で
す
。

そ
し
て
水

稲
じ

ゃ
な

く
て
読
菜
因
係
忙
使
わ
れ

て
い
る
わ

け
で
す
0

と

こ
ろ
が
日
本

の
よ
う
に
農
業
協
同
組
合
も
発
達
し
て
い
な
い
し
、

ト
配

っ
て
啓
蒙
し
て
も
、

売
店

ま
で
で
す
。

し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
が
ク
イ
の
掲
合
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
は
大
変
違
う
ん
で

す

て
い
ま
す

。

の
あ

ら
ゆ
る
農
薬
が
、

で
す
か
ら
、

（
米
穀
局
）

此
薬
の

正
し
い
使
い
方

な
ど
は

、

ク
イ
の
場
合
は
そ
う
い
う
よ
う
に
米
と
野
菜
閲
係

棉
に
つ
い

て
は
品
薬
の
研
究
も
さ
れ

タ
イ
の
組
織
は
日
本
と
遮
っ
て
米
を
主
轄
す
る
ラ
イ
ス

一
応
試
験
場
で
農
薬
の
専
問
研
究

を
や

っ
て
い

末
端
の
試
験
場
ま
で
入

ペ
ー
ス
で
入
っ
て
い
る
の
で
す
か

。

公
害
の
強
い
も
の
か
ら
最
新
薬
迄
が
入
り
乱
れ

て
使
わ

炭
薬
に

対
し
て
前
向
き
で
す
か
ら
、

ク
イ
の
場
合
は
批

薬
の
取
締
法
も
な

い
ん
で
す
。

見
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

関
係
、

そ
う

い
う
所

へ
行
き
ま
し

て
も
、

●、

マ
レ
ー
シ
ア
の
垢
合
は
国
が

そ
う
い
う
儲
け
で
も
っ

て
か
な
り
ェ
ン

ジ
ョ

イ
し
て
い

． 
世
界
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ひ
ど
い
と
こ

ろ
を
や
っ
て

い
ま
す
。
国
の
予
算
で
す
か
ら
発
生
の
ひ
ど
い
と
こ

村
山
中

田
‘、
占＂ヽ ,寸

,
h『

，
t
小
ー
．

中
臼

)

0

 、-' か
ら
、

村

由

い
や

、

す
け
ど
、

中
田

合
］

、、● コ
ー

ン

な
る
ほ
ど
ね
。

殷
業
局
が
国
の
予
算
で
、

い
る
と
解
釈
で
き
ま
す
。

粂
を
使
っ

て
ま
で
防
除
し
よ
う
と
い
う
事
忙
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
自
分
の
所
で
い
く
ら
防
除
し
て
も
周
，
9
か
ら
発
生
し
、
P
u

す
か
ら
、

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

っ
た
ば
か

り
で
、

． 

ク
イ
の
輪
出
と
う
も
る
こ
し
は
成
り
立
っ
て

（
メ
イ
虫
）

難
し
い
事
情
に
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

そ
れ
で
結
局

発
生
の
ひ
ど
い
地
帯
に
空
中
撤
布
す
る
わ
け
で
す
。

・
ベ
ル

ト
を
ず

ー

っ
と
。

・
ペ
ル

ト
と
言
う
程
の
事
は
な
い
ん
で
し

て、

コ
ー

ン

で
す
か
ら
ボ
ー
ラ
ー

小
さ
な
牒
家
の
生
産
の
集
積
で
、

発
生
の

コ
ス
ト
の

が
つ
い
て
も
、

農

ま
だ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
コ
ン
化
夜
で
は
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

な
る
ほ
ど
。

そ
れ
で
特
に
日
本
と
関
係
が
あ
る
の
は
と
う
も
ろ
こ
し
で

本
の
米
と
同

じ
ょ
う
に
最
低
価
格
買
上
げ
制
度
が
あ
る
わ
け
で
す
。

売
っ
て
も
よ
い
ん
で
す
が
、

農
家
が
つ
い
て
来
な
い
ん
で
す
。
ク
イ
の
綿
は
日

紬
匠
関
し
て
は
農
業
省
の
描
せ
ん
が
得
ら
れ
な
い
と
ま
ず
い
わ
け
で
、

の
取
締
法
は
な
い
け
れ
ど
も
、

村

山

そ

れ

忙

は

な

に

が

し

か

の

援

助

も

つ

い

て

い

る

ん

で

す

0

綿

に

は

此

薬

そ
う
で
す
力
0

悪
い
か
鍛
定
し
て
、

毎
年
拙
せ
ん
梨
薬
を
い
く
つ
か
発
表
す
る
ん
で
す
。

そ
う
で
す
0

綿
巧
門
の
研
究
所
で
す
3

中

田

棉

で

そ

ん

な

に

あ

る

ん

で

す

か

。

栽
培
が
や
っ
と
始
ま

一
定
の
生

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

、

面
白
い
方
法
で
す
ね
。

誤
業
省
と
し
て
は
意
欲
は
あ
り
ま
す
ね
。

産
認
を
保
っ
た
め
に
綿
に
は
政
府
の
強
力
な
指
導
が
行
な
わ
れ
て
い
る
税
状
で

と
う
も
る
こ
し
は
未
だ
岱
格
的
に
安
い
こ
と
と
、

れ
る
と
二

O

S
三

0
く
ら
い
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

で
す ~

 

い
い
カ
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く
れ
な
い
か
」

と
い
う
話
が
あ
っ
て
送
っ
た
事
が
あ
る
ん
で
す
。
農
薬
は
＇

一人
面

一
袋
か
二
袋
で
、

そ
ん
な
の
は
た
ゞ
眺
め
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、

目
に
現
地
へ
行
っ
た
ん
で
す
が
、

村

山

私

が
は
じ
め
て
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
に
行
っ
た
の
は
政
権
が
代
わ
っ
て
十
日

中
田

肥
料
も
随
分
日
本
か
ら
入
れ
ま
し
た
し
、

か
し
ピ
マ
ス
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
応
成
功
し
た
わ
け
で
、

村

山

そ

う

い
う

事
で
二

く
、
三
百
万
屯
足
り
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

万
屯
に
し
な
く
ち
ゃ
あ
な
ら
ん
と
い
う
の
が
五
ケ
年
計
面
で
す
ね
。

中
田

ヽ

1
0
0
万
屯
を
ち
ょ
っ
と
越
え
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

‘̀ 

米
の
増
産
運
動
を
や
っ
た
わ
け
で
す
が
、

村

山

ィ

ン

ド

ネ

シ
ア
は
、

ろ
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
ね
。

行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
で
す
ね
0

輸
入
業
者
は
ず
い
ぷ
ん
苦
労
し
て
い
ま

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

体
日
本
と
同
じ
ょ
う
に
、

ピ
マ
ス
閲
係
の
調
査
を
し
て
み
ま
す
と
、

は
り
は
っ
き
り
と
増
収
に
結
び
つ
い
て
い
る
ん
で
す
。

で
病
虫
害
の
研
究
協
力
を
は
じ
め
を
し
た
。

い
か
が
で
す
か
。

役
所
の
セ
ク
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
ポ
リ
ッ
イ
が
違
う
わ
け
で
す
ね
0

外
の
回
は

中
田

全
贈
連
が
輪
入
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

す
。

村
山

中
田

こ
れ
に
は
日
本
は
大
変
関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

●、

肥
料
の
効
果
、

ご
承
知
の
よ
う
に
、

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
な
ん
か
は
0

煤
業
の
効
果
が
、

ク
イ
の
ば
あ
い
、

ヽ

や

実

際

私

も し

五

0
0

い
る
ん
た
プ

米
の
生
産
凪
は
大

1
0
0
万
屯
く
ら
い
で
す
よ
ね

。

今
ボ
ゴ

ー
ル
に

政
府
ペ
ー
ス

そ
の
一時
「
日
本
は
サ
ン
プ
ル
は
よ
こ
す
け
ど

f

ヽ

ピ
マ
ス
と
カ

三
0
0
~
程

そ
う
い
う

や
は
り
一
番
困
る
の
は
計
画
的
な
出
荷
と
防
除
が
ま
だ

● 
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、●

ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
の
依
頼
で

、

一
ヶ
月
ぐ
ら

い
か
か

っ
て、

． スマト
ラ
の
メ
ダ

す
け
れ
ど
0

水
稲
の
批
薬
忙
つ

い
て
一

般
農
家
を
啓
蒙

し
て

欲
し
い
と

い
う
イ

近
の
世
界
的
傾
向
と
し
て
魚
陀
も
、

村
山

そ
れ

は
魚
森
の
高

い
采
と
、

そ
う
で
な
い
薬
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
最

ど
う
で
す
か
。

中
田

水
田
で
鯉
と
か
鮒

と
か
を

飼
っ

て
い
る
ん

で
す
が
、

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、

水
田
妬
発
生
す
る
ポ

ー
フ
ラ
を

殺

す

の

で

防

疫

村
山

を
の
国
は
マ
ラ
リ
ヤ
も
あ
る
ん
で
す
ね
0

裟
薬
も
い

ろ
い
る

悪

い
面
も

戯
薬
対
策
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
で
す
。

は
や
は
り
病
虫
害
対
策
と
し

て、

染
薬
の
問
匙
が
最
大
の
問
題
忙
な
る
か
ら

、

正
式
に
は
出
て
い
な
い
ん
で
す
が
、

中
田

こ
の

間
、

澁
楽

だ
け
を
や
っ
た
と
こ

ろ
で
し

た
。

ろ、 レ
を
少

な
く
、
丁
る
た
め
に
は
、

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

た
と
こ
ろ
、

そ
れ
で

、

農

薬

に
対
す
る
考
え
方

病
害
虫
匠
対
す
る
効
果
よ
り
も
、

岱
で
見
る
わ
け
で
す
0

収
紐
に
結
び
つ
い
た
試
玲
設
計
で
す
0

試
検
設
計
の
フ

大
き
な
面
禎
で
比
較
す
る
わ
け
で
す
。

一
番
悪

い
の

は
勿
論
な
ん

忙
も
や
ら

な

い
と
こ
ろ
、

一
番

目
に
良
い
の
は

今
年
の
春
行

わ
れ
た
世
銀

の
調
査

レ
ポ

ー
ト

、

面
に
役
立
つ
わ
け
で
す
ね
。

が
閃
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は

未

だ

こ
れ
を
見
る
と
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
に
つ
い
て

人
間
に
も
、

あ
れ
に
対
し
て
は

動
物
に

も
影
咽
の
な

い
薬
剤

た
だ
新
製
品
な

も

の
で
す

か
ら
価
格
が

高
く

な
り
ま

ン
地
方
を

回
っ
た
ん
で
す
が
同

じ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
言
っ

て
も

大
分
違
う
ん
で

定
し
て
試
験
や

h
-
1ェ
し
た
0

収
凪
の

一
番
良
い
の
は
袋
薬
肥
料
を
与
え
た
と
こ

祀
料
だ
け
を
や
っ
た
と
こ

ろ、

炭
薬

だ
け
を
や
っ
た
と
こ
ろ
を
設

な

ん
に
も
や
ら
な

い
所
、

混
薬
肥
料
を
や
っ

肥
料
を
先

vc
入
れ

る
べ

き

か
、
戯
薬
を
先
に
入
れ
る
ぺ
き
か
と
い
う
事
が
議
論

が
日
本
と
ち
が
っ
て

、

秋
匹
使
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
ん
と

い
う

げ手

で
し
て
、

そ
れ
で

最

終
的
な
判
断
は
収

-1 8 -



か
ド
イ
ツ
の
ヘ
キ
ス
ト
と
か
が
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
ね
0

シ
パ
あ
た
り
は
船

中
田

そ
う
で
す
ね
。

培
さ
れ
て
お
り
、

れ
て
行
く
わ
け
で
す
。

製
業
水
準
そ
の
も
の
が
高
い
わ
け
で
す
ね
0

私
も
昨
年
ト
バ
湖
の
東
の

水
田
地
帯
一
帯
を
調
査
し
ま
し
た
け
れ
ど
、

そ
う
い
う
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
0

今
ぉ
っ
し
や
っ
た
プ
ラ
ン
テ
ー
ジ

ョ
ン
炭
業

く
も
う
ジ
ャ
ワ
以
上
の
集
約
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

段
々
畑
で
耕
作
し

て
い
ま
す
ね

。

の
農
業
が
形
成
さ
れ
て
来
た
過
程
が
ち
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
0

今
申
し
ま
し

た
よ
う
忙

、

が
高
い
わ
け
で
す
。

村

山
中
田

村
山

ま
ぁ
―

梨
薬
を
充
分
に
使
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と

ロ
匠
は
言
え
ま
せ
ん
が
0

そ
う
い
う
事
で
す
ね
。

っ
て
も
、

ん
で
す
。

北
ス
マ
ト
ラ
地
域
は
プ
ラ
ン
テ
ー
ジ
ョ
ン
殷
業

の
影
製
で
レ
ペ
ル

ジ
ャ
ワ
、

中
田

あ
す
こ
は
又
非
常
に
集
約
梨
業
で
す
か
ら
、

識
も
高
い
で
す
。

バ
リ
島
、

そ
れ
か
ら
ピ
マ
ス
関
係
で
、

北
ス
マ
ト
ラ
と
い
う
よ
う
忙

、

そ
れ
か
ら
反
当
り
収

の
技
術
の
影
帯
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね

。

で
す
か
ら
同
じ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
言

そ
の
結
果
で
し
ょ
う
。

が
高
い
の
は
、

ス
イ
ス
の
シ
バ
と 全

バ
リ
烏
が
案
外
高
い

村

山

そ

う
な

ん
で
し

ょ
う
0

農

家

の

知
説

が
違
い
ま
す
。
裂
薬
に
対
す
る
知

ジ
ャ
ワ
よ
り
も
技
術
が
上
で
す
ね

。

そ
う
す
る
と
稲
作
の
方
も
自
然
と
現
在
の
科
学
が
使
わ
れ
て
、

い
わ
ゆ
る
炭
薬
が
産
業
と
し
て
育
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

因
は
や
は
り
あ
の
辺
り

lIC
は
プ
ラ
ン
テ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
ゴ
ム
、

煙

草

が

栽

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
で
は
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。

中
田

と
い
う
事
は
メ
ダ
ン
地
域
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
事
で
す
ね

。

ぎ
こ
ち
な
い
使
い
方
で
す
が
0

彼
等
で
作
っ
て
い
ま
し
て

、

す
ね
0

メ
ダ
ン
地
域
忙
は
水
稲
が
あ
る
わ
け
で
、

●. 

そ
の
原

曲
り

な
り
に
も
湘
漑
設
備
を

集
約
的
忙
作
ら

そ
れ
ぞ
れ
現
在

． 
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散
布
法
も
手
徹
き
で
よ
い
し
、

粒
剤
、

い
わ
ゆ
る
リ
ン
デ
ン
粒
剤

の
よ
う
な
低
毒
性
の
も
の
が
入
っ
て
い
を
す
。

薬
で
す
。
か
っ
て
は
日
本
で
も
使
っ
て
い
七
：
し
た
が
0

ま
し
た
。

9 . 

魚

類

、

こ
れ
は
非
常
匠
魚
甜
が
強
く

、

そ
う
で
す
れ
°
私
が
行
っ
た
の
が
七
年
く
ら
い
前
妬
な
り
ま
す
か
。

の
時
に
は
注
た
オ
ラ
ン
ダ
の
彩
壊
で
、

村
山
し
い
ん
じ

ゃ
な
い

で
す
か

。

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
垢
合

は
肥
料
は
大
体
十
年

の

歴

史
で
す
。
桑
薬

は
も
っ
と
新

ウ

ロ

ウ

）

が
ヽ

じ
レ

ペ

村

山

私
が
ひ

ど
く

う

生

し

た
の

で、

侭
困
係
な
く
無
差
別
畝
布
を
し
ま
す
ね
」

中

田

そ

う

い

う
点
は
あ
る

で
し
ょ
う

。

シ

バ

の

場

合

は

定

期

的

に

生

育

状

態

倣
き
ま
す
か

ら
、

そ
の
点
日
本
の
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
の
島
合
は
、

側
面
を
見
古
c

す
と
、

う
応

よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い

る
け

ど

も

ジ
バ
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
は
、

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

布

し
て
行
く

の

で、

と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
妬
対
し
て
、

ち
ゃ
ん
と
手
撤
き
で

家
畜
陀
も
，
彩
需
が
な
い
と
い
う
の
で
入

家
畜
に
も
彩
孵
の
、
あ
る
記
性
の
強
い

オ
ラ
ン
ダ
の
エ
ン
ド
リ
ン
が
入
っ
て
い

こ

の
無
差

別
畝
布
を
や
り
古

し
た

ね
。

一
昨

年
あ
た

り
玉

ば
え

肥
科
も
手
で
撒
き
、

日
本
の
技
術
協
力
で
は
製
家
を
使
っ
て

、

っ
て
い

る
わ
け

で
す
。

何
も
残
ら
な
い
わ
け
で
す
。

ル
に
停
滞
し
て

、

． 
そ

無
肥
料
で
何
も

や
ら

な

い
点

米

匠

戻

る

わ

け

で
す
。

こ
う
い
う
時
期
に
こ
ん
な
ふ
う
尻
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

曲
り
な
り
に
も
益
架
技
術
と
し
て
残
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
す

薬
の
空

中
撒
布
を
や

っ
て
お
り
ま
す
ね

。

農

薬

も

手

で

（ガ

ン
ジ
ュ

そ

の

後

日

本

の

B

H

C

シ
バ
が
帰
っ
て
し
ま
え
ば
殷
家
の
技
術
水
準
は
同

ッ
パ
の
方
法

で
は
及
琢
に
は
技
術

の
菩
秘
と
い
う
も
の
が

で
す
か
ら
技
術
協
力
の
教
育
的

自
分
の
畑
は
散
布

さ
れ
た

の
か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
ん

。
」

と
い
う
の
は
朝
の
問
に
飛
行
機
で
空
中
散

5

わ
け
で
す
0

と
こ
る
が
あ
る
祝
地
の
人
の
意
見
で
す
が
、

一
般
に

「
ジ

バ
は

ひ
じ
ょ

ジ
パ
の

と
と
る
を

訪
ね

て
行
っ
た
の
で
す
が

非
常
妬

合
理
的
で
い

-2 0 -



の
発
生
予
察

発
生
期
の
。
ヒ
ー
ク
に

晟
薬
の
効
果
を

出
し
に
く
い
わ
け
で

す
ね
。

何
日
目
に
や
り
な
さ
い
と
い
う
事
は
虫
と
は
閲
係
の
な
い
こ
と
で
す
ね
。

・
f

ヽ

す
カ

（

技

術

）

効
性
で

す
の
で
、

稲
の

（
田

植
え
後

が
遅
れ
て
い
る
の
で
散
布
時
期
が
は
っ
き

h
分
か
ら
ず
、

じ
わ
じ
わ
効
い
て
く
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
現
地
の

病
害
虫

現
地
で
は
殆
ど
効
か
な
い
と
い
う
現
象
も
生
じ
ま
す
0

粒
剤
の
場
合
遅

よ
う
な
特
有
の
事
情
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

物
試
験
と
現
地
で
の
試
験
の
比
較
で
は
大
分
ち
が
い
ま
す
。

剤
は
田
に
撒
く
わ
け
で
す
か
ら
作
業
も
易
し
い
し
稲
に
は
根
か
ら
吸
収
さ
れ
ま

す
か
ら
乳
剤
の
よ
う
な
か
け
残
し
の
問
題
が
な

い
わ
け

で
す
ね
。

く
か
け
な
い
と

効

か
な

い
し、

日
本
で
は
非
常
に
効
い
て
い
る
ん
で

っ
て
行
き
ま

し

た
。

投
下
農
薬
は
せ
い
ぜ
い
三

K
q
で
す

。

そ
う
い
う

と

こ
ろ
に
も
農
薬

一
反
当
り
の

水
の
管
理
と

東
南
ア
ジ
ア
の
場
合
は
ジ
ャ
ワ
ー
が
く
る
わ
け
で
す
ね
0

乳
剤
は
葉
に
万
逼
な

ジ
ャ
ワ

ー
匠
洗
わ
れ
て

し

ま
う
わ
け
で
す
0

粒

ジ
ャ
ワ
ー
と
い
う

村

山

粒
剤
は
や
は
り
乳
剤
に
比
較
す
れ
ば
価
格
は
高
く
な
り
ま
す
。

の
関
係
と
か
の
点
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

中

田

粒

剤

と

ほ

か

の

形

状

の

農

桑
と

の
価
格
の
ち
が
い
と
か
、

粒

剤

燐

薬

く
使
用
さ
れ
る
と
い
う
事
だ

っ
た
の
で
す
0

粒
剤
忙
し
ま
す
と
、

化
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

肥
料
で
恨
れ
た
人
達
で
す
か
ら
、

粒
剤
な
ら
ば
う
ま

村
山

私
共
が
す
す
め
て
い
た
の
は
粒
剤
な
ん
で
す
。

日
本
で
の
生

さ
い
わ
い
肥
料
が
粒
剤

て、

水
を
撒
く

よ
う
に

や
っ

て
い
る
の
が

あ
る

と
い
う

事

で
す

ね
。

中
出

で
す
か
ら
煤
家
が
散
布
す
る
方
法
も

、

ノ
ズ
ル
の

先

を
取
っ
て
し
ま

っ

の
使
用
が
、

な
か
な
か
定
着

し
な

い
事
情

も
あ
る

よ
う
で
す
。

う
事
で
す
か
ら
途
中
の
歴
史
が

な

い
わ
け
で
す
。

．． 

一
挙

に
古

い
危
い
農
薬
か
ら
、

し
か
し

か
な
り
安
全
な
薬

へ
と
い

． 
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9 . 

綿
と
水
稲
に
袋
薬
を
導
入
し
ょ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が

、

し
ょ
う
。
元
来
ベ
ト
ナ
ム
人
と
い
う
の
は
優
秀
で
す
か
ら
。

つ
ば
か
り
出
来
て
い
ま
す
。
こ
の
国
も
戦
争
が
終
わ
れ
ば
、

村
山

農
機
具
関
係
で
は

、

中
田

農
根
具
な
ん
か
で
も
、

狙
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

村

山
中
田

国
の
政
策
で
予
算
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。

い
う
す
。

内
で
国
が
買
い
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

状
態
で
す
が
、

村
山

中
田

生
育
度
合
に
関
係
の
あ
る
事
で
す
ね
0

)

せ
て
散
布
し
易
い
の
で
述
効
的
妬
よ
く
効
く
わ
け
で
す

。

予
察
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
国
や
特
殊
な
ジ
ャ
ワ
ー
が
あ
る
よ
う
な
地
城
は
、

思
い
ま
す
ね
。

品
薬
は
入
り
つ

A

あ
り

ま
す

。

国

の

予

箕

が

あ

っ

て

予

算

の

枠

な
る
ほ
ど
。

マ
レ
ー
シ
ア

、

そ
う
で
す
ね

。

ペ
ト
ナ
ム

ん
で
す
が

、

そ
う
い
う
糾
薬
が
大
分
使
用
さ
れ
て

ペ
ト
ナ
ム
で
す
け
れ
ど
、

し
っ
か
り
し
た
固
の
政
策
が
あ
る
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

優
先
的
な
買
い
付
け
品
目

Vc
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

日
本
と
の
ジ
ョ

イ

ン
ト

米
と
い
う
よ
り
は
綿
で
す
ね
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
未
だ

だ
か
ら
綿
の
殷
薬
が
国
と
し
て
は
最
賦
点
の
買

他

の
国
に
つ

い
て
も

な
に
か
。 ヽ

ク

イ

ベ
ン

チ

ャ
ー
が
既
忙

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
の
お
話
を
伺
っ
た

ペ
ト
ナ
ム

は
あ
あ
い
う
戦
争

や
は
り
民
政
の
安
定
と
い
う

早
く
回
復
す
る
で

カ
ン
ポ
ジ
ア
ヘ
も

安
全
を
え
ら
ぷ
と
い
う
こ
と
で
粒
剤
の
使
用
に
ウ
エ
イ
ト
を
お

く

の
が

よ
い

と

効
か
な
い
が
み
ん
な
八
〇
佑
程
度
は
効

い
て
い
る
わ
け
で
す

c

は
処
理
期
の
巾
が
広
い
も
の
で
す
か
ら
、

． 
最

で
す
か
ら
発
生

乳
剤
を
遥
期
に
撒
布
し
た

よ
う
に
は

と
こ
る
が
粒
剤
の
方

し
か
し
乳
剤
は
発
生
期
の
山
妬
合
わ

-2 2 -



ど
ほ
ど
丁
度
い
い
や
と
い
う
事
で
し
た
。

ゴ

ロ
関
係
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
時
に
は
ベ
ト
病
で
枯
れ
る
の
が
間
引
程
度
で
ほ

村

山

私

の

方

で

も

ト

リ

ア

ジ

ン

と

い

う

良

い

農

薬

が

あ

る

ん

で

す

が

、

染
さ
れ

て
い

な

い

よ
う
で
ナ
。

ヮ
の
場
合
に
は
ペ
ト
病
が
大
分
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

中
田

シ
ョ
ン
向
け
で
す
。
と
に
か
く
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
向
け
に
は
除
草
剤
が
ど
ん

ど
ん
入
っ
て
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
0

今
日
本
と
の
関
係
で
は
と
う
も

ろ

こ
し
で
す
ね
0

東
ジ
ャ

し
た
か
ら

、

ピ
マ
ス
が
終
了
し

た
現
在
は
、

村
山
ス
マ
ト
ラ
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

あ
す
こ
匹
は
入
っ
て
お
り
充
す
。

す
か

。

と
い
う
お
話
で
す
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
は
、

ス

マ
ト
ラ

の
プ
テ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
地
帯

は
ど
う
な
ん
で

中

田

う
の
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

せ
ん
ね
0

残
留
性
と
か
公
害
を
考
え
ま
す
と

、

村

山

痰
薬
も
同
じ
品
目
ば
か
り
使
い
過
ぎ
る
の
は
、

す
。
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
、
iの

り
ま

し
た
。
本
国
政
府
か
ら
の
照
会
ら
し

い
ん

で

中
田

先
日
も
カ

ン
ポ
ジ

ア
大
使
餡
か
ら

、

言
っ
た
古

い
も
の

が
使

わ
れ
て
い
ま
す

Q

思
う

ん

で
す
0

綿
の
艇
薬
が

第

一
位
で

、

ン
が
残
っ

て
い

る
の
で

、

い
付
け
匠
な
っ
て
お
り
ま
す
。

● , 

こ
れ
匠
は
、

ミ
ッ

フ
ラ
ン
ス

系
の
プ

ラ
ン
テ
ー
ジ

ョ

相

変

ら

ず

D

D

T

、

炭
薬
の
主
な
販
路
は
プ
ラ
ン
テ
ー

ラ
ン
ポ
ン
は
ま
だ
汚

こ
れ
の
防
除
問
題
も
将
来
出
て
く
る
で
し
ょ
う
3

ピ
マ
ス
と
い
う
の
は
米
作

が
対
象

で

▲
 

ゴ

ム
と
か
オ

イ
ル

パ
ー
ム
の
除
草
に
使
っ
た

何
種
類
か
ら
農
薬
を
適
当
に

使

い
け
な
い
か
も
知
れ
ま

公
害
を
及
粗
さ
な
い
農
薬
は
な
い

ホ
リ

ド
ー
ル
と

フ
ラ
ン
ス

系
か
ら
の
賂
入
も
大
き
い
の
で
な
い
か
と

． 
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熱
帯
地
方
へ
行
け
ば
行

く
程
化
学

薬
品
と
い
う
も
の
の
必
要
性

ん
ど
ん
変
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
生
物
の
育
種
と
な
り
ま
す
と
、

ど

忙
病
害
虫
が
つ
き

、

相
対
的
に
抵
抗
性
が
弱
く
な
る
ん
で
す
。
炭
薬
の
場
合
に

け
で
す
ね
0

し
か
し
新
し
い
抵
抗
性
を
獲
得

し
た
品
稲
を
育
成
し
て
も

、

す
ぐ

村

山

国
際
稲
作
研
究
所
は
抵
抗
性
品
種
の
育
成
と
い
う
事
を
や
っ

て
い

る
わ

た
め
に
股
薬

の
値
段
が
四
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

I

R

ー
ニ

0
だ
け
が
生
き
残
っ

て
い

る
と
い
う
事
で
す
。

そ

の

究
所
も
梨
林
省
も
そ
の
対
策

に
追
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
ル
ソ
ン
地
域
が

中

田

現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は

パ
イ
ラ
ス
が
非
常
に
多
発
し

て、

国

隙

稲

作

研

湾
か
ら
技
術

援
助
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

ま
し
て
、

そ
れ
が
相
当
進
ん
で
い
ま
し
た

。

そ
れ
か
ら
政
府
ペ
ー
ス
で
は
、

台

ィ
リ
ピ
ン
で
は

I

R

I

の
種
子
と
肥
料
農
薬
を

．ハ
ッ
ケ

ー
ジ

政
府
間
援
助
で
三
万
屯
送
り
こ
ん
た
事
が
あ
る
ん
で
す
0

フ

フ
ィ
リ
ピ
ン

現
在
は
ち
ょ
う
ど
国
内
の
消
費
屈
と
生
産
拭
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
米
の
増
産
計
画
が
一

B

H

e
粒
剤
を
、

酷
い
ら
し
く
、

も
そ
う
い
う
事
が

言

え
る
わ
け
で
す

。

い
ま
す
の

で、

プ

村
山

フ
ィ
リ
ビ
ン
も

米
の
輸
入
を
し

て
い
ま

し
た
が
、

政
府
の
発
表
で
は
、

応
成
功
し
た
と

い

う
事
で
す
0

我
々
も

・
セ
ー
ル
し
て
い

だ
け
ど
此
薬
は
化
学
品
で
す
か
ら
、

ひ
じ
ょ
う
に

長
期
の
時
間
が
か

A

る
わ
け
で

し
ょ
う
0

熱
帯
地
方
は
一
年
中
稲
が
植
わ
っ

て

は
大
き
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
0

絶
対
的
な
抵
抗
性
と
い
う
の
が
出
来
れ

フ
ィ
リ
ビ
ン
の

状

況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

。

中
田

そ
り

ゃ
問
題
で
す
ね
0

今
政
府
ペ
ー
ス
で
協
力
は
し
て
い
ま
す
け
れ
ど

。

村
山
中

田

東

の
万
が

酷

い
ら
し
い
で
す

。

ラ

ン
ポ
ン
で
は
、

そ

う
酷
く

た

い
で
し
ょ
う

。

• -2 4-



ま
す
。

る
垢
合
、

気
候
条
件
が
達
い
ま
す
か
ら

、

こ
れ
は
葉
に
撒
か
な
く
て
い
い
し
、

そ
の
点
を
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

低
毒
性
で
す
0

熱
帯
地
方
で
煤
薬
を
勧
め

私
共
の
と
こ

ろ
妃
没
透
性
の
薬
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
使
っ
て
い
ま
す
が

で
す
0

稲
の
炭
薬
も
勿
論
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ド
イ
ツ
か
ら
入
っ
て
い

村

山

フ

ィ

リ

ビ

ン

で

作

っ

た

C
l
4
六
三
と
い
う
品
種
が
あ
る
ん
で
す
が

、

こ
れ
は
い

い
ん
で
す
。

エ
ジ
プ
ト

こ
れ
は
難

し
い

で
し

ょ
う
。

農
機
具
や
農
薬
の
贈
入
の
窓
口
は
、

自
給
態
勢
に
入
り
つ
、
あ
り
ま
す
0

農
薬
の
方
は
自
袷
と
言
っ
て
も
、

を
贈
入
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ね
0

綿
は
輸
出
商
品
で
す
の
で

、

す
。

そ
し
て
思
わ
ぬ
こ
と
に
、

エ
ジ
プ
ト
と
言
え
ば
、

ア
フ
リ
カ
地
方

つ
の
公
的
檄
関
に
な
っ
て
い
て
農
薬
の

現
状
で
は
原
薬

綿
の
農
桑
は
第
一
義
的
に
賂
入
さ
れ
て
い
さ

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
日
本
の
稲
作
技
術
も
か
な
り
利
用
出
来
る
わ
け

ま
す
の
で

、

私
た
ち
は
日
本
の
薬
に
切
り
換
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

中
田

そ
れ
は
ナ
イ
ル
川
の
下
流
地
帯
で
し
ょ
う
か
。

で
こ
れ
が
い
い
輸
出
品
な
ん
で
す
。
あ
す
こ
は
米
が
い
い
ん
で
す

。

し
か
も
日
本
米

オ
ず
綿
と
い
う
事
で
す

あ
っ
て
ど
ん
ど
ん
変
り
ま
す
の
で
自
給
態
勢
が
と
り
に
く
く
、

利
用
は
さ
か
ん
で
す
0

肥
料
工
場
は
か
な
り
い
い
の
が
娃
設
さ
れ
て
、

村

山

ま
ず
エ
ジ
プ
ト
で
す
が
、

中
田
ば
い
い
ん
で
す
が
、

●. 

新
種
が

肥
料
の

こ
こ
は
一
応
社
会
主
義
化
さ
れ
た
固
で
す
し
、

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ

ん
な
国
の
話
を
承
り
ま
し
た
が
、

● 
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．． 

村
山

今
の
と
こ
ろ
日
本
関
係
に
と
っ
て
は
よ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

出
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

っ
て

、

． 南アに
行

き

ま

す

い

い

半

だ

っ

た

わ

け

で

す

ね

。

東

ア

フ

リ

カ

地

域

に

は

日

本

が

も

っ

と

中

田

中

東

の

動

乱

で

ス

エ

ズ

が

閉

鎖

さ

れ

た

こ

と

は

、

一
面
で
は
日
本
に
と

本
の
実
力
で
は
カ
バ
ー
出
来
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
関
係
は
良
い
で
す
ね
0

丁

度

ケ

ー

プ

タ

ウ

ン

辺

り

ま

で

が

、

村

山

幸

い

ス

エ

ズ

が

閉

鎖

さ

れ

て

い

る

間

は

、

ょ
う
ね
。

中

田

日
本
商
品
に
と
っ

て
は
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国

と

の

競

争

に

な

る

で

し

な
っ
て
、

究

所

が

あ

っ
て、

そ

こ

で

研

究

が

な

さ

れ

て

い

ま

す
0

政

府

も

民

間

も

一
体
と

こ

れ

に

つ

い

て

は

マ

レ

ー

ゴ

ム

基

金

と

同

じ

ょ

う

に

、

で
も
、

コ
ー
ヒ
ー
を
作
る
と
い
う
事
で
は
国
を
か
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

とヽ

で
す
か
ら
現
地

村

山

し

か

し

、

い
わ
ゆ
る
上
質
の
コ
ー
ヒ
ー
、

や
わ
ら
か
い

、

中

臼

世

界

的

妬

オ

ー

パ

ー

・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

れ

て

い

る

よ

う

で

す

ね

。

争
が
激
し
い
で
す
か
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
も
ォ
ー
ハ
ー

す
0

翰

出

産

業

だ

か

ら

使

っ

て

い

る

わ

け

で

、

綿

も

か

な

り

あ

り

ま

す

。

ケ

ニ

ア

と

南

ア

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
に
は
相
当
[
.

っ
て
い
け
な
い
よ
う
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
は
足
り
な
い
ん
で
す
。

の
投
薬
を
使
っ
て
い
ま

も

う

今

で

は

農

薬

な

し

で
は
や

・
プ
ロ
ダ
ク
ジ
ョ

ン
で
娯

各

国

と

も

良

い

コ

ー

ヒ

ー

を

生

産

す

る

の

に

力

を

入

た

と

え

ば

プ

ラ

ジ

ル

の

コ

ー

ヒ

ー
に
比
ぺ
る

ケ

ニ

ア

の

コ

ー

ヒ

ー

は

値

段

も

二

＼
三
倍
に
な
り
ま
す
。

成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

あ
の
辺
り
に
な
り
ま
す
と
、

今

の

日 東

香
り
の
強
い

ア

の

コ

ー

ヒ

ー

は

キ

リ

マ

ン

ジ

ャ

ロ

の

名

前

で

世

界

に

知

ら

れ

て

い

ま

す

ね

。

コ
ー
ヒ
基
金
忙
よ
る
研

村

山

そ

れ

か

ら

ケ

ニ

ア

忙

な

り

ま

す

と

、

ケ

コ
ー
ヒ
ー
が
主
な
輸
出
品
で
す

。
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村

山

そ

こ

妃

梨

薬

が

あ

れ

ば

、

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

中
田

あ
り
次
第
、

し
ょ
う
ね
。

て
あ
げ

て、

た
ゞ
口
先
だ
け
に
終
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
か

ろ
う
か
と
い
う
懸
念
が
生
じ
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
に
梨
薬
、

ン
ス
ト
レ
ー
ト
す
る

事
に

よ
っ
て
、

わ
け
で
す
ね
。

て
二
倍
に
も
、

こ
の
点
で

、

そ
う
い
う
も
の
を
デ
モ

そ
う
す
る
こ
と
匠
よ
っ

十
倍
に
も
生
き
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

農
機
具
な
ぞ
は
、
僅
だ
け
れ
ど
携
行
根
材
と
し

て、

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

農
薬
ま
で
は
お
そ
ら
く
持
た
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
時
期
に
こ
の
血
を
楽
を
使
え
ば

、

い
う
も
の
の
ホ
ォ
ロ
ー
を
良
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

本
当
に
日
本
の
技
術
を
指
導
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

サ
ン
プ
ル
と
い
う
形
で

栽
薬
を
送
る
わ
け
で
す
が

、

皆
さ
ん
方
困
っ
て
お
り
ま
し
た
0

我
々
も
要
望
が

級
機
具

、
指
導
者
の
方
も
目
で
見
る
指
導
が
出
来
る

肥
料
が
あ
れ
ば

、

間
が
行
っ

て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

持
っ
て
行
っ
て
い

~
゜

う
カ

こ
う
な

そ
う

そ
れ
に
も
限

資
材
関
係
が
ホ
メ

ロ
ー
出
来
な
い
と

、

は
じ

め
て
効
果

が
あ
る

と
思
う
ん
で
す
0

折
角
実
践
の
出
来
る
人

肥
料
、

ま
し
た
。
結
局
批
判
め
い
た
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
け
ど

、

は
無
手
勝
流
な
ん
で
す
ね
0

現
地
で
技
術
だ
け
を
い
く
ら
教
え
て
も
駄
目
な
ん

で
す
0

技

術
を
伴
う
燐
薬
、

農
機
具
と
い
う
も
の
を
此
の
人
逹
に
付
け

で、

い
る
ん
な
指
導
者
を
出
し
て
い
ま
す
ね
0

私
も
何
人
か
此
の
人
達
に
会
い

村
山

そ
う
で
す
ね
。

そ
れ
と
私
が
一
番
感
じ
た
の
は
、

結

び

中
田

と
く
に
柑
橘
に
は
虫
が
つ
き
易
い
で
す
か
ら
、

す
か
ら
、

と
此
処

は
み
か
ん

で
す
ね
0

此
処
の
み
か
ん
は
最
近
日
本
へ
の
粒

出

が
許
可
に

な
り
ま

し
た
。

あ
す
こ
は
柑
福
、

り
ん
ご
そ
の
他
い
ろ
ん
な
果
物
の
輸
出
国
で

晟
薬
は
大
変
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●. 

こ
の
人
達
の
現
状

日
本
か
ら
平
和
部
隊

虫
と
か
病
気
が
あ
る
で

． 
-2 7 -



中
田

な
る
ほ
ど

、

＞

ヽ

す
カ

中
臼

か 耕
種
的
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で

、

そ
う
変
ら
な
い
水
準
に
お
ち
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。
例
え
ば

I

R

の
稲
を
勧
め
て
、

応
援
を
得
て
、

栽
培
の

よ
う

な
イ

ン
テ
ン

ジ
プ
な
炭
業
指
導

を
し
て
も
、

ば
、

．● 

な
る
ほ
ど

、

そ
れ
は
大
変
い
い
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。

元
の
原
点
に
帰
っ
た
指
導
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ど
う
し
て
も

虫
で
や
ら
れ
る
と
、

や
は
り
昔
風
の
袋
染
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
じ

和
は
そ
う
思
い
ま
し
た

。

難
う

ご
ざ
い

ま
し
た

。

非
常
匹
実
の
あ
る
、

目
に
見
え
る
指
導
と
い
う
も
の
が
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

村
山

そ
う
で
す
0

で
す
か
ら
あ
の
人
達
に
十
分
な
査
材

を
与

え

て
や
れ

ば
、

ゃ
な
い
で
す
か
。

つ
欠
け
る
と
、

肥
料
を
や
っ
て
も
、

こ
れ
は
大
事
な
点
で
す
ね
。

技
術
を
会
待
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

マ
イ
ナ
ス

に
ひ
び
い

て
行
く
わ
け
で

す
。

． 
そ
れ
ら
の
う
ち
の
何

い
や
ど
う
も

有

密

植

栽

培

ゃ

ハ
ウ
ス

日
本
の
技
術
者
は
そ
う
い
う
も
の
の

折
角
技
術
者
が
や
っ
た
事
も
、

折
角
の
技
術
が
現
地
の
水
準
と

る
ん
だ
と
い
う
事
で
遥
切
な
指
導
が

出
来
る
わ
け
で

す
が
、

結

局

無

手

勝

流

で
あ
れ

-2 8 -



は
焚
i
丘
よ
の
銘
柄
ご
と
陀
国
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い

る
0

登
録
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

お
い
て
は
股
薬
の
登
録
制
度
を
設
け
、
農
薬
の
製
造
、

日
本
、

•
7

ヽ

る
カ

ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、

炭
薬
の
有
効
成
分
、

r

ヽ

ス
ウ
ェ
ー
テ
ン

薬
効
、

輸
入
、

薬
害
、

甜

性

販
売
に
つ
い
て

西
ド
イ
ッ
等
に

そ
の
大
綱
は
わ
が
国
と
大
差
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
0

す
な
わ
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
制
度
忙
よ
り
煤
薬
の
規

今
日
、

市
販
製
薬
の
品
質
の
保
持
向
上
と
品
薬
の

る
こ
と
と
な
り
、
製
造
使
用
拭
は
飛
躍
的
妃
増
加
し
た
。

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

殷
業
の
各
分
野
や
衛
生
害
虫
の
防
除
に
広
く
使
用
さ
れ

対
し
す
ぐ
れ
た
効
果
を
も
つ
こ
と
、

安
価
で
大
鼠
生
産
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
有
根
合
成
品
薬
が
開
発
さ
れ
、

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

世

界

の
動

向

農
林
省
植
物
防
疫
課

戦
時
中
、

欧
米
諸
国
は
い
ず
れ
も
、

使
用
に
伴
う
被
害
の
防
止
の
た
め

、

広
範
囲

な
種
類
の
病
害
虫
に

制
を
行
な
っ

て
い
る
0

法
律
制
度
の
詳
細
や
所
管
行
政
機
関
は
国
に

よ
り
異
な

オ

ラ

ン

ダ
ヽ

B

H

e
、
D

D

T
、
ハ
ラ
チ
オ
ン

無
板
薬
剤
、

除
虫
菊
や
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
植
物
性
薬
剤
が
果
樹
や
野
菜
の
栽
培

な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
0

戦
前
か
ら
ポ
ル
ド
ー
液
や
ひ
酸
鉛
な
ど
の

農
薬
が
今
日
の
よ
う
に
農
業
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
資
材
と

農

薬

規

制

の

方

向

●. 

後

藤

真

康

． 
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物
、

デ
ン

、

内
容
、

．● 

締
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

穫
前
使
用
禁
止
期
間
や
回
数
の
制
限
な
ど
の
使
用
基
準
を
定
め

、

薬
の
使
用
に
つ
い
て
は
残
留
糾
薬
が
許
容
鼠
を

、こ
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

、

被
害
の
問
題
は
比
較
的
新
し
く
、

策
は
古
く
か
ら
実

施
さ
れ
て
き
た
が
、

畜
産
物
、

土
壌
、

登
録
の
要
件
、

地
表
水
な
ど
に
残
留
す
る
農
薬
や
そ
の
変
化
生
成
物
匠

農
薬
の
使
用
に
伴
う
被
害
は
大
別
し
て
、

等
に
関
す
る
費
料
を
提
出
し
て
検
査
を
う
け
、

だ
け
が
登
録
さ
れ
る

。
昆
薬
の
容
器
包
装
に
所
定
の

表

示
を
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
0

登
録
申
請
妬
あ
た
っ
て
提
出
す
ぺ
き
賢
料
の

表
示
の
義
務
事
項
な
ど
は
、
殷
薬
の
被
害
防
止
の
観
点

か
ら
近
年
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
侭
な
り
つ
つ
あ
る
0

被
害
防
止
の
た
め
農

オ
ラ
ン
ダ
で
は
毒
性
の
強
い
特
定
の
農
薬
妬
つ
い

て
は
使
用
基
準
、

た
は
使
用
者
の
資
格
を
定
め
、

行
な
わ
れ
て
い
る
。

日
本
、

．
 

ォ
ー

ス

一
方
品

近
年
ま
す
ま
す
董
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
も
最
近
、

船
薬
を
ラ
ン
ク
づ
け
し
て
使
用
を

規
制
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
連
邦
法
改
正
案
が
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

。

農
薬
使
用
者
、
家
畜
、

物
な
ど
が
散
布
製
薬
に
直
接
接
触
す
る
こ
と
に
よ
る
急
性
的
な
被
害
と
、
農
作

よ
る
間
接
的
な
被
害
と
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
0

急
性
的
な
被
害
の
防
止
対

残
留
裂
薬
に
よ
る
間
接
的
、
慢
性
的
な

な
か
で
も
食
品
中
の
残
留
製
薬
に
つ
い
て
は
、

食
品
衛
生
の
観
点
か
ら
食
品
中

の
残
留
裟
薬
許
容
位
を
定
め
て
市
販
食
品
の
検
査
取
締
り
を
行
な
い
、

指
導
や
取
り
―

ア
メ
リ
カ

、

あ
る
い
は
使
用
を
免
許
制
と
す
る
等
の
規
制
が

薬
の
使
用
に
つ
い
て
も
規
制
を
行
な
っ
て
い
る
国
も
多
い
。

日
本
、

収
そ
の

有
用
動
植 ま

ス
ウ
ェ

ー

一
定
の
条
件
に
適
合
し
た
も
の
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か
ら
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

ン

、
金
艇
、

気
、

D

D

T

、

ト
ラ
リ
ャ
、

オ

ラ

ン

ダ
ヽ

ソ
連
な

ど

は
こ
の
方
法
忙
よ
り
、

値
や
許
容
最
の
定
め
ら
れ
た
殷
薬
と
作
物
の
組
み
合
わ
せ
は
国
に
よ
り
異
な
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
五
四
年
以
来
農
薬
の
登
録
に
先
立
ち
、

連
で
は
重
要
な
農
薬
、

際
連
合
に
お
い
て
も
、

つ
い
て
残
留
性
や
慢
性
毒
性
の
評
価
を
行
な
っ
て
お
り
、

お

い
て
国
際
的
な
許
容
量
を
設
定
す
る
作
業
を
進

め

て
い

る
。

土
壌
の
世
界
的
な
規
模
で
の
長
期
的
な
汚
染
、

と
い

っ
た
食
物

の
連
鎖
を
通
じ
て
の
濫
縮
、

い
っ
た
衷
境
汚
染
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
長
期
汚
染
を
ひ
き
お
こ
す
農
薬
と
し
て
は

、

ど
の
化
学
的
に
安
定
な
有
根
塩
素
化
合
物
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

。

と

く

に

D

D

ふ
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

デ
ィ
ル
ド
リ
ン
、

●. 

ス
ウ
ェ

ー
デ

ン、

イ
ギ
リ
ス

、

フ
ラ
ン
ス

で
は
許
容
最
は
公
表

使
用
農
作
物
ご
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

、

そ
れ
に
よ
る
野
生
動
物
の
被

害
と

ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
る

。

水
銀
な
ど
の
重

．
 

ェ
ン
ト
リ
ン
な

D
D
T
お
よ
び
リ
ン
デ
ン
の
使
用
を
一
九
七

0
年

一

月

T
等
に
つ
い
て
は
環
境
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

B

H

e
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
D
D
T
の
輸
入
と
販
売
を

ス
ワ

ェ
ー
デ
ン
は
一
九
六
九
年
三
月
、

ア

Jレ

ド

リ
ン
ヽ

に
必
ず
許
容
最
を
定
め
る
こ
と
と

し

て
い
る
が
、

そ
の
使
用
を
禁
止
す
る
国
が

デ
ィ
ル
ド
リ
ン
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ー
魚
ー
烏

残
留
槌
薬
問
題

は
近
年
は
単
な
る
食
品
衛
生
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

日
本
、

．

、

ト
イ

ツ

鉛
、

ア
Jレ

ド

リ

水
、

大

食
品
規
格
委
員
会
に

W

H
o
と

F

A

0

の
炭
薬
問
題
専
門
家
が
主
要
農
薬
に

作
物
か
ら
順
匠
遂
次
定
め
る
方
法
を
と
っ
て
い

る
。
国 ソ

さ
れ
ず
安
全
使
用
の
指
導
だ
け
が
行
な
わ
れ
て
い

る
0

許
容
鼠
の
具
体
的
な
数

＊

ヽ

一
ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン
ト

． 
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種
類
、

種
ヽ

．● 

フ
ル
オ
ル
酢
駿
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
、

び
劇
物
取
締
法
に
基
づ
く
特
定
毒
物
に
指
定
し
て

、

母
対
策
が
ま
ず
重
祝
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

の
き
わ
め
て
強
い
煤
薬
が
広
範
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

を
規
定
し
て
い
る
0

被
害
防
止

と
し
て
は

、

市
販
塁
薬
の
品
質
保
持
を
目
的
に
制
定
さ
れ

、

制
が
行
な

わ
れ
て
き

た
。

届

．
 

T

E

P

P

、

急
性
毒
性
の
著
し
く
強

い
地
を
楽
を
毒
物
及

個
人
の
使
用
は
認
め
な

い

パ
ラ
チ
オ
ン

、

戦
後
パ
ラ
チ
オ
ン
等
、

登
録
、

表
示
、

モ
ノ

急
性
中

急
性
毒
性

八
二
八
億
円
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
の
増
大
に
対
応
し
、

わ
が
国
の

涵
薬
規
制

分
野
に
の
み
局
限
す
る
こ
と
匠
し
て
い
る
が
、

リ
カ
で
も
D
D
T
や
ド
リ
ン
剤
の
使
用
分
野
を
漸
減
し

、

用
し
う
る
品
作
物
を
従
来
の
六
二
種
か

ら
―
二
種
陀
減
ら
し
、

一
九
六
九
年
秋
を
も
っ
て
中
止
す
る
よ
う
政
府
が
菜
界
に
申
入
れ
て
業
界
は
こ

れ
を
承
知
し

、

業
に
お
け
る
使
用

を
禁
止
し
た
。

い
模
様
で
あ
る
。

許
容
拭
を
き
び

し
く
改
め
て
使
用
屈
を
従
来
の
一

〇

佑
に
減
少
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た

。

必
要
止
む
を
え
な
い

最
終
的
な
決
着
は
つ
い
て
い
な

昭
和
二
五
年
に
お
け
る
わ
が
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
種
類
は
約
三
五

総
生
産
頷
は
二

0
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
四
五
年
度
忙
は
約
四

0
0

わ
が
国
で
も
昭
和
二
三
年
制
定
の
殷
薬
取
締
法
や
関
係
法
規
に

よ
り
各
種
の
規

取
締
法
は
当
初
、

不
良
農
薬
の
出
廻
り
防
止
と

検
査
取
締
り
等

ア
メ

カ
ナ
ダ
で
は
一
九
七

0
年
中
匹
D
D
T
を
使

ノ
ー
ル
ウ

ェ
ー
も

一
九
六
七
年
十
月
か
ら
D
D
T
の
輸
入
と

農
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（
一
週
間
以
上
）

米
穀
中
の
残
留
水
銀
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

の
も
の
は
登
録
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

的
条
件
に
よ
っ
て
は
水
産
動
植
物
に
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

P

C

P
除

年
頃
か
ら
稲
の
い
も
ち
病
防
除
の
た
め
有
檄
水
銀
剤
が
散
布
さ
れ
て
き
た
が
、

散
布
さ
れ
た
水
銀
の
一
部
が
米
穀
中
匠
も
残
留
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

当
時
水
俣
病
の
原
因
が
工
場
廃
水
に
起
因
す
る
有
機
水
銀
中
毒
で
あ
る
こ
と
が

解
明
さ
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

殷
薬
残
留
対
策
は
昭
和
三
九
年
か
ら
具
体
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、

地
域
を
定
め
て
規
制
し
う
る
こ
と
と
し
た
。

草
剤
を
指
定
溢
薬
と
し
て
指
定
し
、

性
の
持
続
性
は
な
い
が

一
時
匠
広
範
囲
に
使
用
さ
れ
る
と
地
理
的
条
件
、

つ
持
続
性

性
が
強
く

つ
ぎ

ve
、

て
い
る
。

そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
都
逆
府
県
知
事
が

（
実
務
上
は
コ
イ
の
半
数
致
死
凝
度
が

0

-
p
p
m
以
下
）
て
か

昭
和
三
八
年
に
農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ
、

p
p
の
製
造
は
昭
和
四
十
四
年
末
で
中
止
さ
れ
た
。
現
在

、

を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
．
ハ
ラ
チ
オ
ン
、

昭
和
四
五
年
妬
は
七
佑
忙
減
少
し
、

等
の
使
用
基
準

を
定
め

、

な
取
り
扱

い

の
普
及
に
努
め
た
。

昭
和
二
八

自

然 毒

実
務
的
に
は
製
剤

メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
お
よ
び

T

E

苺

・
劇
物
匠
該
当
し
な
い
も
の
が
五
四
佑

毎
年
農
薬
危
害
防
止
運
動
を
実
施
し
て
農
薬
の
適
正

そ
の
後
低
毒
性
農
薬
の
開
発
が
順
調
に
進
み
、

昭
和
三

0
年
に
は
毒
物
が
全
炭
薬
生
産
量
の
四
八
佑
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、

と
し
て
毒
物
匠
相
当
す
る
毒
性
を
も
つ
新
製
薬
は
登
録
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ

散
布
さ
れ
た
農
薬
の
飛
散
流
出
忙
伴
う
水
産
動
植
物
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、

● . 

魚
類
に
対
す
る
毒

ま
た

、

． 
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• • 
改
正
さ
れ
た
主
要
な
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

． 

四
五
年
末
の
第
六
囮
回
臨
時
国
会
に
お
い
て
法
改
正
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る

し

力
に
推
進
す
る
た
め
妬
裟
薬
取
締
法
を
改
正
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
、

昭
和

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
残
留
戯
薬
対
策
等
を
中
心
に
裂
薬
安
全
対
策
を
強

ょ
を
汚
染
す
る
こ
と
も
明
ら
力
に
さ
れ
た
。

デ
ィ
ル
ド
リ

ン
妬
変
化
し
て
三
年
以
上

残
留
し
、

前
作
の
た
ば
こ
等
に
使
用
し
た
ア
ル
ド
リ
ン
が
土
環
で

飼
し
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

、

昭
和
四
五
年
に
は

、

稲

れ
て
お
り
、

そ
の
主
要
汚
染
経
路
は

B

H

C

の
残
留
し
た
稲
わ
ら
を
乳
牛
に
給

さ
ら
に
昭
和
四
四
年
末
に
い
た
り

、

業
が
つ
づ
け
ら
れ

て
い

る
。

皮
切
り
に

、

年
、 れ

が

全
国
の
牛
乳
が

B

H

C

に
よ
り
汚
染
さ

行
政
指
導
に
よ
り
稲
に
お
け
る
有
板
水
釦
剤
の
散

他
の
用
途
の
有
殴
水
銀
剤
も

種
子
消
毒
用
を
の
ぞ
き
昭
和
四
四
年
度
末
ま
で
に
登
録
が
ま
っ
消
さ
れ
た
。

き
ゅ
う
り
等
四
作
物
に
お
け

る
B

H

e
等
五
農
薬
の
許
容
証
が
食
品
衛
生
法
匠
基
づ
い

て
定
め
ら
れ
た
の
を

現
在
ま
で
遂
次
残
留
許
容
量
お
よ
び
安
全
使
用
基
準
の
設
定
の
作

わ
ら
を
牛
妬
給
飼
す
る
稲
に
は

B

H

C

等
は
一
切
使
用
せ
ず
、
そ
の
他

の
稲
に

も

B

H

C
等
は
穂
は
ら
み
期

以
後
は
使
用
し

な
い

よ
う

指
導
が
行
な
わ
れ
た
C

昭
和
四
五
年
秋
に
は
、

後
作
の
き
ゅ
う
り
や
ば
れ
し

た
め
の
調
査
を
開
始
し
た
0

昭
和
徊
三
年
三
月
、

裟
林
省
は
昭
和
四
二
年
か
ら
残
留
許
容
量
設
定
と
安
全
使
用
苗
準
作
成
の

つ
の
契
機
と
な
っ
て
残
留
栽
薬
対
策
が
進
展
し
、

布
は
昭
和
四

一
年
か
ら
―
―
―
年
計
画
で
中
止
さ
れ
、

が
懸
念
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、

厚
生
省
は
昭
和
三
九 こ

-3 4-



い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、

農
薬
」

炭
薬
の
登
録
に
あ
た
り
、

な
ら
び
に

、

え
る
も
の
、

の
製
作
物
お
よ
び
土
壌
に
よ
け
る
残
留
性
に
関
す
る
試
験
成
績

そ
の
使
用
に
伴
い
農
作
物
ま
た
は
土
塊
に
残
留
す
る
農
薬
に
よ
っ
て
人
畜
妃
被

害
を
お

よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
農
薬
は
登
録

し

な
い
こ
と

と
し

た
0

実
務
上
は
、

動
物
体

内
に
蓄
積
さ
れ
る

性
質
の
あ
る
も
の

、

期
が
一
年
以
上
で
か
つ
謀
作
物
に
よ
り
土
喋
か
ら
吸
収
さ
れ
る
性
質
の
あ
る
も

等
は
登
録
さ
れ
な

い
こ
と
と
な

る
。

用
水
域
の
水
質
の
汚
濁
を
生
じ

て、

の
も
登
録
さ
れ
な
い
。

妬
な
っ
た
場
合
は

、
農
林
大
臣
が
職
権
に
よ
り
用
途
を
変
更
す
る
か
登
録
を
取

こ
と
と
し

た
。

人
畜
に
被
害
を
お
よ
粗
す
お

そ
れ
の
あ
る

農
薬
を

「
土
攘
残
留
性
晟
薬
」

を
汚
染
し
、

り
肖
し
、

＞ヽ
の
、

r
e
s
i

d
u
e
 

日

、一 ●. 

従
来
の

薬
効
お
よ
び
薬
害
に
関
す
る
試
験
成

（
ま
た
は
こ
れ
忙
準
ず
る
基
準
）

ま
た
使
用
に
伴
い
多
く
の
場
合
公
共

人
畜
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も

と
し
て
指
定
し
、

れ
に
違
反
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た

。

土
撰
中
で
の
半
減

「
作
物
残
留
性

そ
の
使
用
基
準
を
定
め
て
こ

使
用
に
伴
い
公
共
用
水
域
の
水
質
の
汚
濁
を
生
じ
て
人

曰

残

留

性

が

大

き

く
、

農
作
物
に
お
け
る
残
留
晨
薬
が
許
容
屈

績
に
加
え
て
農
薬
の
成
分
お
よ
び
そ
の
変
化
生
成
物

ま
た
、
使
用
地
域
等
の

使
用
方
法
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
農
作
物
や
土
壌

ま
た
必
要
に
応
じ
て
販
売
の
制
限
ま
た
は
禁
止
の
措
置
を
と
り
う
る

口

既

登

録

の

盛

薬

に

つ

い

て

そ

の

使

用

に

伴

う

被

害

の

お

そ

れ

が

明

ら

か

急
性

・
慢
性

毒
性
試
験
成
績
の
提
出
を
求
め
て
検
査
を
行
な
い
、

（
い
わ
ゆ
る
t
e
r
mi
n
a
l

． 
を
こ
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、●

品
薬
規
制
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
3

ロ
テ
ノ
ン
剤
が
指
定
さ
れ
た

j

D
D
T
剤
妬
つ
い
て
は
全
面
的
に
販
売
が
禁
止

き
わ
め
て
強
い
ェ
ン
ド
リ
ン
剤
、

わ
が
国
で
は
世
界
で
も
も
っ
と
き
び
し
い

お
よ
び
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
剤
が
指
定
さ
れ
、

● 

ペ
ン
ゾ
エ
．
七
ン
剤
お
よ
び

P

o

p
除
草
剤
に
加
え
て
魚
に
対
す
る
毒
性
が

林
業
紀
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。

た
の
で
あ
る
が
、

び
ひ
酸
鉛
が
指
定
さ
れ
、

使
用
基
準
妬
よ
り
用
途
等
が
限
定
さ
れ
た
。

い
、
作
物
残
留
性
晟
薬
等
の
具

体
的
な
指
定
や
使
用
基
準
の
設
定
が
行
な
わ
れ

知
事
が
規
制
し
う
る
こ
と
と
し
た
。

畜
に
被
害
を
お
よ
殴
す
か
水
産
動
植
物
に
著
し
い
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
品
薬
を

「
水
竹
汚
濁
性
褪
薬
」
と
し
て
指
定
し

、

こ
れ
ら
の
改
正
規
定
が
昭
和
四
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

た
。
す
な
わ
ち
、

作
物
残
留
性
農
薬
と
し
て
B
H
C
剤
、

B
H
e
剤
は
当
面
代
替
晟
楽
の
な
い
林
業
用
等
に
暫
定
的
に
使
用
が
認
め
ら
れ

代
替
品
薬
の
試
験
も
進
ん
で
い
る
の
で
近
く
全
面
的
に
使
用

が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

水
質
汚
濁
性
品
築
と

し

て
は
、

持
す
る
こ

と

で
あ
る
。

土
壌
残
留
性
褪
桑
と
し
て
は
ア
ル
ド
リ

ン
剤

テ

ロ

ド

リ

ン

剤
ヽ

さ
れ
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
匠
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
法
改
正
匠
よ
り
、

そ
の
目
指
す
と
こ

ろ
は、

残
留
性
の
大
き
い
危
険
な
此
薬
を
し
め
だ
し
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
裂
業
生
産
を
維
持
し
つ
つ
、

安
全
な
煤
薬
を
適
正
に
使
用
す

国
民
の
健
康
と
生
活
哀
境
を
保

毒
性
や

と
く
に

エ
ン
ド
リ
ン
剤
お
よ

そ
の
使
用
を
都
迅
府
県

-3 6 -



を
使
っ
て
い
る
と
い
う
が

、

う
に
も
な
ら
な
い
0

僅
か
に
現
地
で
は
抗
性
物
質
で
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
ソ
イ

ト
マ
イ
ツ
ン
を

混
ぜ
合
せ
た
抗
性
物
質
剤
テ

ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
が
あ
り
、

病
害
別
に
は

、

り
上
げ
て
い
る
施
設
、

は
世
話
を
し
て
使
わ
せ
て
い
る
し

し
て
い
る

ほ
場
が
あ
り

、

た
だ

、
以
上
の

ほ
か

し
い
て
使
っ
て
い
る
所
と
い
え
ば
、

く
、
現
実
妬
は
使
っ
て
い
な
い
。

ま
す
0

し
か
し
、

で
対
象
は
白

莱
枯
病
、

気
が
発
生
し
た
時
の
撒
布
剤
の
使
用
に
つ
い

て
は
特
に
激
し
く
発
生
し
た
時
位

の
こ
と
だ
け
を
お
話
し
し
ま
す
。
蚊
初
に

、
殷
]

が
病
理
の
ほ
う
で
す
か
ら
殺
茜
剤
に
つ
い

て
話

し
ま
し
ょ
う
0

殺
菌
剤
を
う

ま

く
使
っ
て
い
る
所
と
な
る
と
、

生
産
此
場
）

水
上

姿
勢

な
ど
、

詳

し
い

デ
ー
タ
を
持
つ
て
い
な
い
の
で
、

で
し
よ
う

。

問
題
点

、 ● , 

こ
れ
も
試
験
研
究
機
関
だ
け
で
あ
り

、

白
葉

枯
病
に
つ
い

て
は
、

使
え
る
だ
け
の
紐
が
な
い
の

で
ど

こ
こ
へ
は

指
導
者
が

撒
布
器
材
薬
剤
を
供
与
も
し
く

ェ
ッ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

フ
ァ
ー
ム

等
が
直
接
指
導
展
示

一
般
炭
家
で
は
適
当
な
薬
剤
を
選
定
し
脳
入
す
る
能
力
が
低

山
間
に
入
る
と
イ
モ
チ

病
等
に
撒
布

す
る
こ
と
が
あ
り

こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
種
子
消
毒
的
な
も
の

と
、

ご
両
人
の
権
威
者
に
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た

J

私
ど
も
の
知
つ
て
い
る
範
囲

試
験
研
究
檄
関
又
は
ジ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム

問
題
に
つ
い
て
、
私
は
専
門

今
後
の
技
術
協
力
を
ど
う
す
る
か
、

東
南
ア
ジ
ア
森
莱
の
病
害
虫
防
除
の
た
め
の

農
業
技
術
研
究
所

昆

虫

科

長

河

野

達

郎

先

生

病
理
科
長

東
南

ア
ジ
ア
の
病
害
虫
防
除
の
実
清

一
般
袋
家

水
上
武
幸
先
生
． 

こ
れ

日
本
の
技
術
を
取 病

（
種
子

薬
に
つ
い
て
、
現
状
と

こ
れ

に
対
す
る

日
本
の

-3 7 -



が
高
く
茎
が
太
い
品
種
で

、

サ
ン
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
が
多
い
こ
と
は

、

な
ら
な
い
。

に
な
っ
て
い
る
。

点、

今
後
殷
薬
に
よ
る
汚
染
な
ど
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
°
考
え
直
さ
ね
ば

十
五
年
前
頃
の
日
本
で
の
防
除
技
術
が
繰
返
え
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

用
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、

度、 ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
が
特
に

、

ウ
ン
カ
類
は
、

ク
イ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

の
で
、

る、
日
本
で
は
、

疇 ・

イ
チ
ュ
ウ
で
す
。

て
は
エ
ン
ド
リ
ン

マ
バ
エ
）

河
野

こ
れ
は
、

B

H

e

、

い
く
ら
か
使
わ
れ
始
め
た
。

イ
モ
チ
に
つ
い
て
は
、

多
少
使
っ
て
い
る
。

と
ウ
ン
カ
類
、

丁
度
メ
イ
チ
ュ
ウ
が
喜
ぶ
特
性
を
も
つ
て
い
る
。

ロ
ー
カ
ル
な
品
種
、

が
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

よ
く
調
ぺ
る
と
品
種
が
非
常
に
関
題

こ
の
煤
薬
は
日
本
で
は
残
留
毒
性
問
題
で
使

東
南
ア
ジ
ア
で
使
わ
れ
始
め

、

B

H

e

、

リ
ン
デ
ン

、

も
ち
論
な
い
、

（
こ
れ
も
使
用
禁
止
）

．
 

即
ち
収
揖
も
高
く
な
く
、

リ
ン
デ
ン
、 ヽ

パ
ラ
チ
オ
ン

現
地
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

剤
が
非
常
に
よ
く
効
く
と
い
う
試
験
成
績
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
ゴ
ー
ル
ミ
ッ
ヂ
は
い
な
い
が
、

こ
の
三
つ
が
重
要
で
あ
り
、

か
な
り
各
地
と
も
多
く
、

て
い
る
所
も
あ
り
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

、

こ
の

丁
度
日
本
の

ハ
ラ
チ
オ
ン
は
、

マ
ラ
ソ
ン
、

背 印

サ
イ
メ

し
か
し
値
段
が
高
い

ゥ
に
対
し
て
イ
ン
ド
当
り
で
相
当
使
わ
れ
始
め
た
0

又
ゴ
ー
ル
ミ
ッ
ヂ
に
対
し

日
本
の
農
薬
で
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

サ
イ
メ
ッ
ト
粒
剤
が
使
わ
れ
て
い

B
H
C
剤
は
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が
、

サ
ン
カ
メ
イ
チ
ュ

こ
れ
匠
対
し
て
位
薬
が

ゴ
ー
ル
ミ
ッ
ヂ

ま
ぁ
一
般
に
、

現
在
の
段
階
で
は

た
だ
、
殺
虫
剤
は

い
ま
東
南
ア
ジ
ア
の
害
虫
で
問
迭
と
な
っ
て
い
る
の
は
ま
ず
サ
ン
カ
メ

稲
作
に
殺
密
剤
を
使
う
と
い
う
考
え
は
薄
い
よ
う
に
思
う
。

（
稲
ッ
ン
ト
メ
タ

所
に
よ
っ
て
は
銅
剤
を
使
っ
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中
央
研
究
所
が
多
収
艮
質
な
品

種

と
し
て

、

に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ん
で
す
。

水
上

な
い
。

ら、

全
国
匠
拡
め
た
も
の
で

、

こ
れ
に

こ
の
品
種
は
カ
タ
ッ
ク
に
あ
る
稲
作

ツ
ン
グ
ロ
の
発
生
し
て
い
る
所
を
し
ら
ぺ
る
と
稲
の
品
種
が
パ

専
問
家
を
派
遣
し
て
調
べ
さ
せ
た
が
、

使
館
を
通
じ
て

、

一
昨
年
、

お
く
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、

た
雨
季
に

、

ド

マ

白
葉
枯
病
で
な
く
ツ
ン
グ
ロ
の
激
発
な

日
本
の
技
術
者
を
送
っ
て
く
れ
と
依
頼
が
来
た
の
で
現
地
へ

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

現
地
の
技
師
達
は

、

発
生
予

察
事
業

に
対
す
る
実

例

は

旬
匹
撒
布
す

れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

撒
布
適
期
を
は
ず
し
殺
虫
剤
を
ま
く
匹
ま
け
な
か
っ
た
。
九
月
上

又
、
今
年
は
現
地
で
、

非
常
に
ウ
ン
カ
が
多
か
っ
た
。

て
い
る
の
が

実
状
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
正
確
な

発
生
診
断
を

せ
ず
、

を
逐
次
つ
け
て
い
る
が
、

ど
ん
な
状
態
で
発
生
す
る
の
か

、

河

野

そ

の

点

が

一

番

ぶ
く
れ
て
い
る
0

害
虫
が
な
ぜ
増
え
て
き
た
か
、

現
地

て
病
害
虫
発
生
予
察

は
考

え
て
い

る

の
か

こ
う
し
た

害
虫
が
大
発

生
し
な
い
様
考
え
る
必
要
が
あ
る

。

て
発
生
や

被
害
も
多

く
な
る

。

● , 

東
南
ア
ジ
ア
で
は
方
々
で
非
常
匠
多
く
発
生

又
経
過
す
る
の
か

、

こ
の
点
で

、

白
葉
枯
病
だ
と
診
断
し
た
。

印
度
の
ピ
ハ
ー
ル
周
辺
で
原
因
不
明
の
病
気
か
大
発
生
し
た
。

こ
の

問
題
に
つ
き
日

本
の
大

加
え
て
稲
ジ
ン
ト
メ
タ
マ
バ
イ
と

、

こ
れ
は
雨
が
多
か
つ

カ
ル
テ
な
し
で
農
薬
撒
布
し

ク
イ
、
印
度
で
も
発
生
予
祭
用
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

（
予
察
灯
）

ま
だ
そ
れ
程
の
計
画
的
な
予
察
事
業
に
は
な
っ
て
い

将
来
の
発
生
の
予
測
が

． 
今

後

殷
薬
だ
け
に
頼
ら
ず
品
種
の
点
か

サ
ン
カ
メ
イ
チ
ュ
ゥ
は
多
肥
栽
培
に
よ
っ
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る
。

発
生
す
る
か

、

9 . 

技
術
が
定
着
化
し
て
く
る
と
、

し
た
が
つ
て
、

． 

そ
の
基
礎
匹
な
る
研
究
が
必
要
で
我

そ
の
発
生
時
期
は
何
時
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
度
は
生
産
要
因
を
こ
わ
す
病
害
虫
の
発
生
が

い
け
な
い
虫
の
消
長
を
予
察
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
網
が
大
き
く
か
か
つ

て
こ
な
い
状

態
の
よ
う
で
す
。
高
生
産
品
種
を
選
定

し
て
多
輩
の
肥
料
を
や
る

起
つ
て
く
る
の
は
当
然
で
し
よ
う
。

こ
れ
妬
対
処
す
る
花
は
、

病
害
虫
の
発
生
状
況
を
定
期
的
に
予
察
し

て
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
病
害
虫
が

こ
う
し
た
技
術
を
確
立
す
る
た
め
忙
は
、

々
と
し
て
は
現
地
か
ら
研
究
協
力
の
要
請
が
あ
れ
は
協
力
し
よ
う
と
考
え
て
い

こ
う
し
た

病
害
の
発
生
を
放
監

し
て
は
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
の
で
こ
れ
で
は

ン
プ
ル
ー
プ
メ
ン
ト
3

プ
ロ
セ

ク
ト
）

A

I

C

R

I

P

 

イ
ン
ド
の
ハ
イ
デ
ラ
バ

ー
ド
に

、

か
る
の
で
あ
る
。

し
た
点
を
押
え
て
い
け
ば

、
今
年
は
発
生
す
る
か

、
来
年
は
で
な
い
の
か
が
わ

が
ら
そ
の
保
毒
の
状
態

を
編
成
し
て
米
の
増
産
を
区
つ
て
い
る
。

（
オ
ー
ル
イ
ン
デ
イ
ア

°
ュ
オ
デ
イ
ネ
イ
ス
ト
。
ラ
イ
ス

ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
政
府
と
が
協
力
し
て

、

こ
の
点
が
つ
か
め
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

（
ピ
ー
ル
ス
を
持
つ
て
い
る
か
ど
う
か
）

ン
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
の
発
生
消
長
匹
問
題
が
あ
り
、

と

Vc
興
味
深
い
現
象
で
す
。

こ
れ
は
私
見
で
す
が
、

パ
ド
マ
と
い
う
品
種
匠
も
出
て
い
な
い
。

た
。

こ
の
実

態
を
つ

か
み
な

媒
介
昆
虫
で
あ
る

タ
イ
ワ

を
調
べ
こ
う

な
ぜ
そ
ん
な
波
が
あ
る
の
か

、

ン
グ
ロ
の
発
生
状
況
に
興
味
を
も

つ
て
謁
査

し
た
が
全
然
発
生

し
て
い
な
い

。

こ
の
種
の
チ
ー
ム
は
毎
年
定
期
的
に
派
逍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

鷲
異
的
な
大
発
生
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

イ

ま
こ

と
く
忙
ツ

病
害
虫
防
除
指
導
班
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
ま

し

そ
こ
で
専
問
家
と
し
て
は

、

こ
の
病
害
の
ま
ん
延
が
予
想
さ
れ
る
地
方
匠
推
奨
す
る
の
は
過
当
で
な
い
と
ア

ド
パ
イ
ス
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
と
予
想
さ
れ
だ
し
た
の
で
、

翌
年
も
こ
の
病
害
が
発
生
す
る
だ
ろ
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こ
れ
陀
対
し
何
と
か
手
を
う
た
な
い
と
、

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

年
は
三
〇
マ
ウ
ン
ド
匠
な
っ
て
し
ま
っ
た
0

結
局

、

よ
う
に
大
変
よ
い
と
よ
ろ
こ
ん
だ
が

．ヽ

カ
ー
当
り
六
〇
マ
ウ
ン
ド

薬
が
全
然
入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
篤
農
家
が

、

わ
け
で
す
。

よ
う
で
す
。

た
と
え
ば

、

在
は
も
っ
と
上
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
。

を
図
り
拡
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
病
害
虫
も
今
後
ま
す
古

す
増
え
る
こ
と
匠

な
り
ま

し
よ
う
。

私
は

イ
ン
ド
で
、

妬
な
る
わ
け

で
す
。

ら
、

0
万
ド

ル、

水
上

こ
う

し
た
こ
と
か
ら
農
薬
へ
の
関
心
が
高
ま
り

、
使

用

は

ど
う
し

て
こ

ん
な
匠
な
っ
た
か

、

（
籾

宜

）

し
か
し
水
田
面
釈
が
日
本
の
十
二
倍

肥
料
代

、
種
子
代
が
損
を
す
る

こ
と

次
の
年
は
四
〇

マ
ウ
ン
ド

、

の
収
如
を
あ
げ
た

、

府
が
奨
励
す
る
艮
い
品
種
を
取
入
れ
肥
料
を
や
り
栽
培
を
し
た
。
当
初
は
エ

ー

こ
う
い

う
現
象
を
み
た
こ
と
が
あ
る
。

ド
の
稲
作
栽
培
地
域
に
は

I
R
系
統
を
い
れ

、

よ
く
理
由
は
判
ら
ん
が

収
恢
が
半
分
化
な
っ
て

し

こ
れ
は
政
府
の
い
う

一
九
六

0
年
頃
か
ら
政

こ
の

品
種
を

も
と
に
し
て
多
収

煤
薬
を
使
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
0

（三

、

一
九

六
五
年
四
二

0
万
ド
ル

、

五

0
0
万
h

a

)

と
い
う
こ
と
は

、

六
六
年
は
一

0
0
0
万
ド
ル

、

イ
ン
ド
で

は

一
寸

古
い
話
し
で

す

が
、

張
薬

を
有
効
に
使

え
な
い

の
か

● • 

そ
の
次
の

一
九
六

三
年

、

な
お

、

で
こ
の
程
度
だ
か

農
業
問
題

の
基
本

は
有
効
な
防
除
を

す
る
こ
と
忙
あ
る
わ
け
で

、

農

イ
ン

正
し

い

カ
ル
テ
が
必
要
で
す
。
発
生
予
察
は

そ
の
カ
ル

テ
を
書

く

基
礎
匹
な
る

東
南
ア
ジ

ア
各
国
の
炭
薬
使
用
状
況
は
年
々
使
用
金
額
力
上
つ

て

い
る

増
産
匠
は
炭
薬

． 
現

一
九
六
四
年
年
間
二

0

こ
れ
匠
は
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河
野
中
途
は
ん
ば
な

防
除
は
虫
に
抵
抗

力
を
つ
け
る
か

果
が
上
ら
な
い
。

広
面
積
で
統
一

し
て
作
り
、

集
団
で
指
導
を
し
な
い
と
効
果
は
あ
が
ら
な
い
。

利
用
す
る
と
し
て
も

、

稲
が

一

河
野

` • す
ぐ
害
虫
の
勢
力
が
も
と
匠
戻
つ
て

し
ま
い

、

イ
ン
ド
で
は
、

ィ
リ
ゲ
ー
ジ
ョ
ン
施
設
の
あ
る
所
は

そ
ん
な
匠
な
い
C

大
部
分

は
、

．
 

．．
 な

か
な
か
効

技
術
面
の
テ
コ

こ
う
し
た
稲
作

で
は
日
本
の
冬
か
ら
春
ま
で
が
乾
期
で
病
害
虫
の
発
生
を
押
え

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

き
ま
し
よ
う
。

年
問
稲
を
栽
培
す
れ
ば

、

七

0

か
な
り

、

病
害
虫
の
発
生
は
複
雑
で

、
発
生
予
察
そ
の
も
の

各
生
育
ス
テ

ー

ジ
の

ヶ
所
で
み
ら
れ
る
こ
う
な
る
と
発
生
が
複
雑
と
な
り
耐

病
虫
性
品

種
を

薬
を
撒
い
て

も
、

一
部
だ
け
で
は
本
当
の
防
除
効
呆
は
上
ら
ぬ
、

今
の
段
階
で
は
煤
薬
に
よ
る
防
除
面
栢
は
少
な
く
台
湾
の
場
合

、

タ
イ
の
稲
作
で
水
の
供
給
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

こ
と
忙
し
て
一
定
の
パ
ク
ー
ン
を
作
っ
て
や
れ
ば
よ
い
。

つ
ま
り

、

も
む
ず
か
し
い

。

し
か
し
、

水
上

入
れ
が
必
要
で
し
よ
う
。

な
指
導
者

も
な
く
、

こ
の
地
帯
は
こ
の
品
種
し
か
栽
培
さ
せ
な
い
と
い
う

し

か
し、

条
件
は
揃
つ
て
い
る
か
ら
、

栽
培
品
種
の
指
導
を
う
ま
く
や
れ
ば
単
純
化
は
で

か
ん
が
い
施
設
が
完
傑

し
て
、

モ
ン
ス

ー

ン
に
頼

る
稲
作
が
多
い
。

反
面
病
害
虫
発
生
の
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
か

灌
漑
施
設
は

年
中

栽
培
可
能
と
な
リ

全
く
甚
礎
条
件
が
整
つ
て
い
な
い
の
で
、

年
々
増
加
し

て
い
る
現
状
で
し
よ
う
。

湿
度
の

1
0
*
と
い
う
が

、

し
か
し
む

だ
な
使
い
方
が
多

く
、

適
当
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に
対
し

て
耐
虫
性
品
種
を
利
用
す
る
こ
と
が

I
R

R

I

等
が
絞
近
東
南
ア
ジ
ア
で

も
大
発
生
を
各
地

で
起
し
て

い
る
。

動
性
の
害
虫

、
例
え
は

、

河

野

多

肥

栽

培

は

、

が
あ
っ
た
が

、

で
は

、

で
あ
れ
ば

、

理
屈
で
は

、

水
上

で

一
方
移

こ
れ
を
ニ

ー
＝l-

ト

ン
に
し
よ

う
と
す
る
と
肥
料
を
施

し
品
種
を

束
南
ア
ジ
ア
稲
作
地
帯
は
数
千
年
来
の
自
然
の

パ
ラ

ン

ス
が
取
れ

て
い
て
、

こ
の
稲
作
の
段
階

多
少
虫
に
や
ら
れ

て
も
七
〇
佑
位
で
何
と
か
い
け
る
と
い
う

パ
ラ
ン
ス

変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
う
な
れ
ば
完
全

VC
バ
ラ

ン
ス
が
く
ず
れ
る
か
ら
こ
れ
を

何
で
支
え
収
訊
を
維
持
す
る
か
と
な
れ
ば
や
は
り
梨
薬
を
や
る
以
外
匹
な
い
。

稲
の
生
産
位
は

病
害
虫
発
生
の
大
き
な
要
因
忙
な
っ

て
い
る
。

当
り

a
 

h
 

う
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。

ト
ピ
イ

ロ
ウ
ン

カ、

な
い
時
匹
は
仕
方
が
な
い

。

コ
プ

ノ
メ
イ
ガ
、

（
国
際
稲
研
究
所
）

ト
ン
前
後
匠
落
洛
付
い
て
い
る
。

ア
ワ
ヨ

ト

ウ
、

こ
う
し
た
害
虫

人
体
に
影
将
す
る
か
ら
低
甜
性
の
も
の
を
や
れ
と
言
え
る
が
、

現
実
陀
目
の
前
で
稲
が
や
ら
れ

て
い
る
と
な
れ
ば
B
H
C
で
も
使

ら
か
使
っ

て
い
る
位
で
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
°
薬
剤
の
選
択
も

、
殺

虫
剤

に
対
す
る
知
識
は
あ
る
程
度
は

し

つ
て
い
る
が
、

た
台
湾
が
紋
も
厳
し
く

、

各
国
の

呉
薬

輸

入
規
制
は
ど
う
な
の

か

単
位
面
秋
当
り
ク

イ
が
い
く

が
な
い

し
、

佑
位
だ
が
東
南
ア

ジ
ア

で
は
一
〇
佑
位
な
の

で
害
虫
妬
抵
抗
性
が

出

る
と

只
考

え
ら
れ
な
い
。

草
剤
ま
で
を
使
用
し
て
お
り
、

は
方
々
で
教
育
を
受
け

て
、

い
る
。
現
実
の
問
題
と

し

て
現
在
は
炭

● r 

農
薬
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
知
識
は
持
つ
て

東
南
ア
ジ
ア
で
は
殷
薬

ク
イ
も
一
応
は
や
か
ま

し

い
0

植
物
保
護
の
技
術
者

後
進
国
の
中
で

は
森
薬
に
対
し
て
厳
し
い

•

マ
レ
ー

ツ
ァ
当
り
は
ゴ
ム
の
プ
ラ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

を
や
り

、 ． 
ま

昔

か

ら

除

-4 3-



ね
き
、

に
は
き
か
な
い

、

河
卦

が
ヽ

て
も
、

水
上

9 . 

ヴ
ィ
ル
ス
病
の
流
行
陀
つ
な
が
る

J

．
 

従

っ

て

天

敵

を

殺

す

の

で

か

え

っ

て

増

え

や

す

い

結

果

を

ま

こ

の
編
合
B
H
C
は
メ

イ
チ
ュ
ゥ
を
対
象
に
使
わ
れ
る
が

、

水
上

安
い
こ

と

が
、

な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

使
う
と

、
粒
剤
、

ぁ
ん
が
い
恥
い
も
の
花
つ
く
か
も

し
れ
な
い

。

粉
剤
で
も
天
敵
妬
わ
る
い
影
態
が
あ
る
。

ロ
バ
イ
ラ
ス
病
が
方
々
で
発
生
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
問
遥
で
す
。

し
て

い
る
う
ら
に
は
塩
索
剤
を
無
差
別

vc
使
っ
て
い
る
こ
と
が

一

ク
イ
ワ
ン
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
が
媒
介
す
る
ッ
ン
グ

河

野

安

い

と

い

う

理

由

で

B

H

C

其

の

他

の

塩

索

系

塁

楽

が

使

わ

れ

て

い

る

む
り
で
効
呆
が
上
ら
な
い
心
配
が
あ
る
3

し
か
し

、

け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

も
考
え
ら
れ
て
、

い
き
な
り
航
空
防
除
と
か

、

低
家
そ
の
も
の
が
本
当
匹
貧
乏
で
差
が
あ
り
、

防
除
は
個
々
パ
ラ
パ
ラ
で
は
い

東
南
ア
ジ
ア
で
は
撒
布
を
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
む

．つ
か

し

い
と
思
う
。

知
識
が
な
く

、

日
本
の
薬
剤
防
除
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
つ
て
み

防
除
効
果
を

上
げ
る
に
は

く
使
っ
て
い
か
な
い
と
防
ぎ
き
れ
な
い

。

い
う
メ
カ
ニ
ズ

ム
も
わ
か
つ
て
き
た

。

ツ

マ

グ

口

ツ
ン
グ
ロ
が
多
発

大

型

撤

布

阪

で

粒

剤

撤

性
品
種
が
ど
れ
位
害
虫
侭
対
し
て
耐
え
う
る
か
は
問
迭
で
す
。

害
虫
が
痢
え

て

し
か
し
害
虫
が
大
発
生
し
た
時
妬
耐
虫

ト
ピ

イ
ロ

ウ

ン
カ

匠
対

し
て
ム
ズ
ゴ
ー
と

い
う
品
種
が
そ
れ
で

ト
ピ

イ
ロ
ウ
ン
カ

Vc
強

い

と

き
ま
す
と
、

防
除
器
具
、

耐
虫
性

だ

け

で
押

え

き

れ

な

く

な
り

、

こ
れ
は
聞
迫
で
あ
り

、

布
す
べ
き
で

し

よ
り
c

ど
う

し
て
も
農
薬

を

う

ま

水

田

で

水

位

の

高

く

な

る

モ

ン

ス

ー

ン

は

こ
れ
侭
対
し
て
B
H
e
な
ど
を

新
し
い
品
種
作
り
を
や
っ

て
い

る
。
例
え
ば

、

つ
の
原
因
と
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ぼ
つ
て
や
っ
た
こ
と
匹
成
功
の
鍵
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
日
本
も

、

ナ
ン
パ

ー

の
多
く
の
艮
い
品
種
を
作
り
出
し
た
。

術
を
、

日
本
の
育
種
か
ら
病
害
虫
防
除
に
至
る
ま
で

、

を
取
上
げ
、

い
き
な
り

、

や
る
べ
き
だ
。

さ
も
な
い
と

、

揚
げ

て
し
ま
い
あ
と
に
何
も
残
ら
な
い
繰
返
え
し
に
な
る
。
国
民
の
税
金
を
使

立
つ
も
の
を
や
る
こ
と
が
大
切
だ
。

な
い
。

一
方

、

導
し
協
力
し
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。

全
く
知
ら
な
か
っ
た
状
況
下
で
、

ヽ

ヨ
ン
フ
ァ

ー

ム

で
こ
れ
だ
け
取
れ
る
ぞ
と
い
う
見
本
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

。

の
イ
ン
デ
カ
稲
を
知
ら
ず

、

日
本
の
技
術
協
力
は
何
ん
で
も
総
花
的
匠
や
つ
て
い
る
が
、

れ
も
要
請
が
あ
る
か
ら
で
し
よ
う
が
。
こ
の
辺
で
整
理
を
し
、

水
上

今
ま
で
日
本
人
が
技
術
協
力
し

て
や
っ
て
き
た
、

現
地

側

に
や
る
き
を
起
す

河
野

こ
の
意
味
で
は
研
究
協
力
が
前
提
で
あ
る

）

は
あ
く
ま
で
も
現
地
の
技
術
向
上
に
必
要
な
応
用
的
研
究
を
協
力
し
て

、

首
脳
部
の
農
業
技
術
開
発
は
こ
う
あ
る
ぺ
き
だ
、

に
役
立
つ
協
力
が
大
切
な
事
で
あ
る
。
末
端
炭
家
を
直
接
指
導
し
て
や
ろ
う
な

ど
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で

、

り
陀

一
万
人
の
技
術
者
を
送
っ
て
も
成
果
は
期
待
で
き
な
い
。

水
上

私
は

、
今
の
考
え
方
陀
は
異
論
が
あ
る

、

． 
日
本
の
技
術
協
力
は
協
力
期
蘭
が

切
れ
た
ら
引

た
と
え
ば
、

こ
の
形
で

こ
れ

は
集
中
的
妬
焦
点
を

し

総
て
を
取
り
入
れ

I

R

し
か
し
今
後
は
こ
れ
だ
け
で
は
い
け

試
験
を
し
な
か
っ
た
研
究
を
進
め
な
が
ら
指

と
い
う
指
針
を
与
え
る
こ
と

ェ
ッ
キ
ス
テ
ン
ジ
ョ
ン
フ
ァ

ー

ム
は

、

こ

日
本
の
技
術
協
力

デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー

ジ

最
初
の
段
階
の
技
術

I

R

R

I
研
究
所
を
設
置
し

た
。

そ
れ
は
、

そ
れ
で
も
実
除

イ
ン

ド

の
土
壌
条
件

、
気

象

、
病
害
虫
の
状
悲
を

相
手
固
の
役
に

ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策
で
は
稲
作

そ
し
て
日
本
の
技

五
憶
の
人
口
が
あ
る
拡
大
な
イ
ン
ド
に
か

． 
現
地
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そ
し
て

は
こ
の
「
北
」
と

一
六
億
）

こ
の
四

0
年
間
に
、

は
「
北
」

9 . 

． 
生
活

「
酎
」
の
人
口
と
そ
し
て
食
程
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
東
」
「
西
」

そ
し
て
こ
の
煤
発
的
増
加
傾
向
は

、
北
と
南
の
堺
加
ギ
ャ
ッ
プ
を
内

（
南
は
七
釦
一
千
百
万
か
ら
一
四
億

、
北
は
―
二
倍
か
ら

そ
れ
は
近
世
社
会
の
技
術
進
歩
侭
よ
っ
て
死
亡
率

時
に
は
禁
気
不
景
気
、
戦
争
匹

よ

っ
て

る
生
活
水
準
の
向
上
安
定
、

っ
た
。

国
連
が
一
九
二

0
年
か
ら
一
九
六

0
年
化
か
け
て
の
人
口
動
態
の
分
析
で
は
、

「
南
」

に
分
け
、

よ
り
も
は
る
か
匹
急
速
侭
均
加
し
二
倍
と
な
り
「
北
」
は
四
七
茄
増

匹
止
ま
っ
て
い
る
3

蔵
し
た
ま

A

続
く
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
3

政
治
的
匠
吾
々
は

の
両
陣
営
匹
つ
い
て
問
題
祝
し
て
い
る
が

、
将
来
吾
々
が
兵
に
問
題
と
す
ぺ
き

「
南
」
発
展
途
上
国
の
人
々
は
経
済
発
展
を
国
家
目
的
と
し
て
、

水
準
向
上
の
た
め
蒋
斗
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
薬
工
業
は
化
学
工
業
の
粋
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
の
華

と
し
て
誕

生
し

、
以

発
表
し
て
い
る

。

然
も
北
回
帰
線
を
境
に

「
北
」
と

「

南

」

世
界
人
口
は
一
九
応
か
ら
三

0
條

vC
六

0
伶

増

加

し

た

と

化
学
薬
剤
と
近
代
医
学
の
貢
献
に
よ
る
も
の
で
あ

出
生
率
が
変
化
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

、
技
術
進
歩
、
特
匹
生
産
性
増
加
匠
よ

が
ひ
き
続
き
下
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
3

発
的
妬
増
加
し
は
じ
め
た
。

加
し
つ
づ
け
、

一
九
六
五
年
妬
は
、

年
率
二
佑
と
い
う

猛

烈
な
ス
ピ

ー
ド
で

爆

こ
の
三
世
紀
の
間
忙
、

加
速
度
的
に
培

キ
リ
ス
ト
生
誕
以
来
世
界
の
人
口
は

、

匹
は

、
約

五
億
と
い
わ
れ
た
人
口
は

、

十
倍
以
上

vcも
な
っ
た
。
江
世
初
期

人
口
と
食
5.

日
本
化
薬
株
式
会
社

炭

薬

部

次

長

烏

越

発
展
途
上
国

へ
の
農
薬
輸
出
陀

つ
い
て

毅

-4 6-



の
人
と
一
帯
観
を
も
つ
て
一
緒
に
や
る
こ
と
が
望
在
し
い
。

長
期
間
か
け
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
0

余
り
急
ぎ
す
ぎ
て
は
駄
目
で

、

効
果
は
低
い
。

河
野
つ
て
現
地
の
農
民
を
助
け
る
に

し
て
も

、

技
術
援
助
匹
つ
い
て
は

、

コ
ミ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
い
か
な
い
と

日
本
と
ち
が
つ
て
東
南
ア
ジ
ア
は
非
常
妬
文
盲
率
が
高
い
の
で

技
術
を
定
焙
さ
せ
る
匠
は
大
変
な
こ
と
だ

、

● , 

従
っ
て
、

こ
の
点
は
根
気
よ
く

、

何
も
残
ら
ぬ
で
は
い
け
な
い
。

・

．
 

視
地
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一
般
的
匠

、

ス
途
上
国
と
の
政
府
間
協
定
匹
よ
る

檄
因
の
協
力
を
も
和
た
上
で
土
壌
条
件
、
気
象
条
件

、
対
象
病
害
虫
並
び
妬
そ

も
効
率
的
使
用
法
と
残
留
滋
性
に
対
し
て
も
安
全
な
る
使
用
法
の
確
立
を
行
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

山
で
あ
り
、

、●

「
殷
業
技
術
協
力
」

的
と
合
致
す
る
．
’
↓
と
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
の
関
係

脱
発
途
上
国
に
対
す
る
、
技
術
協
力
又
は

、

． ． 経済協
力
匠
つ
い

そ
れ
匠
よ
り
食
糧
増
産
の
基
礎
が
出
来
発
展
途
上
国
の
国
家
的
目

薬
使
用
技
術
匹
卓
越
し
て
い
る
日
本
の
植
物
防
疫
関
係
者
が
や
ら
ね
ば
な
ら

化
学
梨
ャ知

は
西
欧
諸
国

Vc
誕
生
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
半
は
稲
作
に
対
す
る
晟

の
生
態
の
究
明
か
ら
始
め
、

一
煤
薬
剤
の
特
性
を
充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
最

カ
」
等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
之
等
と
充
分
述
繋
を
と
り
、

又
相
手
国
煤
莱
研
究

や
「
農
業
埒
産
研
究
協

た
農
楽
を
販
売
す
る
と
い
う
事
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
°
昨
今
の
日
本
と
発
展

日
本
か
ら
の
三
等
発
展
途
上
徊
侭
対
す
る
梨

輻
出
は
た
だ
単
匹
生
産
さ
れ

向
上
し
な
い
の
か
祝
状
で
あ

る
。

戯
産
物
流

．辿
板
溝
を
持
た
な
い
等
の
汲
囚
忙
よ
り
、

誌
民
自
体
の
生
産
意
愁
が

産
方
式
即
ち
肥
料
、
梨
唸
、
炭
板
具
を
投
入
す
れ
ば
直
ち
に
増
産
が
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
勝
で
あ
る
が
残
念
乍
ら
、
此
産
物
の
価
格
の
安
さ
と
不
安
定
さ
、

発
展
途
上
国
の
経
済
的
目
的
と
し
て
の
食
糧
自
給
計
画
は
、

近
代
的
農
業
生

2

知
展
途
上
国
へ
の
殷
紫
輸
出

VC
つ
い
て

な
り
、
昨
今
に
な
り
「
南
」
発
展
途
上
国
尻
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

陀
収
猥
す
る
手
段
と
し
て

「
北
」

の
世
界
を
風
濯
し

「
北
」
の
繁
栄
の
碁
礎
と

来
、
天
候
と
病
虫
害
の
蹂
躙
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
炭
作
物
を

、
計
画
的
匠
確
実

-4 8-



生
予
察
事
業
担
当
者
が

、

が
ヽ

最
近
は

、

い
る
の
か

、

た
と
え
ば
、

マ
ス

問
題

で

準
を
作
上
げ

て、

日
本
に
あ
る
防
除
歴
み
た
い
な
も
の
を
作

っ
て

、

様
な
仕
半
を
し
て
や
ら
な
い
と
、

て
、

益
々
き
ら
わ
れ
る
単
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
地
で
、

病
害
虫
の
生
態
を
調
ぺ
て
適
格
な
防
除
碁

誠
実
匠
調
ぺ

て
現
地
人
妬

喜
ば
れ

て
い
る

。

間
お
義
理

Vc
行
く
だ
け
で
は
よ
く
な
い

。
炭
協
の

指
導
員
、

日
本

か
ら
は

、

盛
ば
れ
る

戯
林
省
病
害
虫
発

大
学
教
授
が
短
期

ク
イ
ワ
ン
の
技
術
者
が
各
地
へ
行
き
病
虫
害
間
返
に
対
し
て
、

を
投
与
し
た
ら
よ
い
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
我
々
と
し
て
も
も
っ
と
サ

商
社
で
も
同
じ
事
が
い
え
る
。

両
国
の
交
流
と
繁
栄
の
道
妬
つ
な
が
る
協
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

林
省
か
ら
技
術
協
力
の

日
本
人
又
は
、

わ
れ
て
き
て
い
る
。

一
番
最
後
ま
で
ジ
ッ
コ
ク
や
っ
た
の
は
日
本
で

、

特
匹
炭
薬
は
、

十
分

究
明

さ
れ
て
い
な
い

。
従
っ
て
ど
ん
な
時
期
匹
ど
ん

な

澁
薬

ー
ビ
ス

業

務

を

先
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

。

日
本
の
病
虫
害
発
生
予
察
技
術
は

、

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

● , 
束
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
ど
ん
な
虫
が
ど
ん
な
生
態
で
生
息
し
て

一
環
と
し
て
試
験
調
査
匠
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
点
、

つ
て
打
切
ら
れ
た
の
は

、

七
ー
八
年
前
迄
は
技
術
的
に
上
だ
っ
た

そ
の
点

ほ
ん
と
忙

そ
の
あ
と
に
濃

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
ぅ
ま
く
逃
げ
る
が

、

ど
の
国
で
も
自
分
達
で
や
り
た
い
ナ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
日
本
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
共
栄
樹
的
な
流
れ
を
密
戒
し
始
め
て
き
た
。

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
の

場
合
で
も

、

ア
に
対
す
る
輸
出
を
高
め
た
い
の
だ
が
、

ピ

本
の
商
品
が
進
出
し

て
い
る

事
は
半
実
で
あ
る
。

ピ

マ
ス
計
画
が
あ
そ
こ
ま
で
い

一
番
き
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
象
が
現

当
社
に
お
い
て
も
束
面
ァ
．
シ

日
本
商
社
側
で
は
そ
う
し
た
考
え
は
な
い
の
だ
が
、
年
々
日

国
が
日
本
匹
対
し
て
軍
国
主
義
復
活
と
い
い

、

い
ろ
い
ろ

言
わ
れ

て
い
る
が

、

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
で
は
、

最
近
の
ド
ル
防
衛
問
題
も
関
係
し
て

、

． 
昔 中
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農
薬
公
害
の
問
題
が
日
本
で
も
論
議
さ
れ
だ
し
た
が

、
新
聞

、

一
方
、

る
。

違
い

、

とヽ 一

ー

）

9 . 

施
設
、
技
術
の
問
題
で
、
受
入
国
妬
差
が
あ
る
。

ど
は
軽
工
業
が
相
当
進
ん
で
い
る
し
、

販
売
面
妬
お
い
て
も

、

こ
た
え
る
。

農
薬
の
販
売
ル

ー
ト
は

へ
進
出
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る

。

日
本
の
場
合
は
、

現
地
側
の
販
売
体
制
は
、
外
国
製
品
で
も
日
本
の
農
薬
で
も
固
々
に
よ
っ

て

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
で
は
特
匠
多
い

。

現
地
側
の
政
府
は
、

析
調
査
を
す
る
被
械

、

そ
の
点
、

そ
の
国
の

例
え
ば

、

炭
薬
を
鮨
入
す
る
に
当
り
、

固
厄
よ
っ
て
違
う
が
ジ
ン
ガ
ポ

ー

ル
、
香
港
な

東
南
ア
ジ
ア
で
は
国
に
よ
っ
て
華
僑
を
利
用
す
る
場
合
も
あ
り

、

一
番
適
し
た
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
利
用
す
べ
き
で
あ

ジ

エ
ル

ケ
‘
‘
、
カ
ル
社
は
シ
エ
ル
石
油
な
ど
を
利
用
し

て
輸

出

も
あ
る
。

利
で
あ
る
が

、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
社
か

ら
日
本

へ
の
非
難
を
受
け
や
す
い
点
で

我
々
が
出
て
い
き

、
技
術
サ

ー
ビ
ス
し
て
い
く

、

が
世
界

vc支
店
を
持
ち
、

そ
の
上
匠
の

つ
て
現
地

と
の
交

渉
が

始
ま
る

有
難
た
い
こ
と
に
商
社

外
国
は
商
社
な
し
に
メ

ー
カ
ー
自
体
が
、

4. 
協
力
を
進
め

、
農
薬
の
販
売
を
し
な
い
と
の
び
な
い
。

版
売
は

、

る
こ
と

が
多
い
。

峨、 が
あ
る
。

民
心
を
と
ら
え
な
が
ら
、

． 放道記
事
ニ
ュ
一
方
、

製
薬
の
分

そ
の
点
は
外
国
よ
り
有

（
日
本
カ

ン
パ

ロ
ー
ン
を
も
ち
な
が
ら
そ
の
地
区

そ
の
国
と
共
に
協
力
し
な
が
ら
、
技

術

日
本
人
を
勤
勉
な
ま
な
こ
で
み
る
と
共
に
裂
の
面
を
カ
ン
グ
ら
れ

日
曜
な
し
に
日
本
人
は
商
談
を
進
め
る
。

日
本
商
社
匹
も
責
任
は
あ
る
が
、

だ
か
ら
現
地
人
も
仕
方
な
し
匠

た
と
え
ば

、
現
地
へ
出
張
し

て
土

最
近
日
本
品
に
対
す
る
ボ
イ
コ
ッ

ト
が
起
る
お
そ
れ
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殷
薬
知
識
も
零
で
あ
る
。

ク
イ
で

は
政
府
自
体
が
裂
薬
を
指
定

し
使
用
法
に
対

ん
厳
し
く
な
る
°
末
端
の
使
用
者
の
殷
薬

vc
対
す
る
知
識
程
度
は

、
炭
場
経
営

を
し

て
い
る

人

は
専
門
に

近

い
が

、
大
部
分
の
炭
家
は
稲
作
で
規
板
も
小
さ
く

し
か
し

、
殷
薬
の
利
用
が
増
え
れ
ば

、

多
く

、

察
調
査
の
要
諮
が
出
初
め
た
。

現
地
政
府
の
煤
薬
規
制
も

、

殷
薬
の
適
期
防
除
を

、す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

だ
ん
だ

ケ
イ
ジ
み
た
い
に
輸
出

し
た
い
。
最
近

、
短
期
の

一
ヶ
月
の
調
査
か
ら
長
期
予

し
か
し
、
病
害
虫
発
生
の
予
察
が
充
分
で
な
い
、

必
要
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
て
き
た
。

束
酎

ア
ジ

ア
の
国
々

で
は
、
殷
薬
を
使

う

の
は

一
部
の

人
逹
だ

け

で
あ
る
。

あ
る

I

R

1

8

が

閲

発

さ

れ

て

か

ら

、

り
、
煤
紫
を
使
う
よ
う
匠
な
っ

て
き
た
。

同
時
に

、

低
薬
撒
布

vC
対
す
る
製

心

が
高
ま
り

、
殺

虫
剤
の
効
果
が

わ

か
つ

で

使
用
さ

れ

る
椋
妬
な
り

、

虫
発
生
予
察
事
業
は
世
界

で
最
も
進
ん
で
い
る
か
ら
発
生
予
察
の
技
術

も

．ハ

過
去
陀
日
本
は
イ
ン

ド
ネ
ジ
ア
の
要
請
で
調
査

し
た
事
が
あ
る
が

、
虫

は
オ

ラ
ン
ダ

、
病
気
は
日
本
と
別
々

Vc
試
森
し
た
。
虫
が
病
気
を
持
つ

て
来
る
事
が

十
分
な
調
査
で
あ
っ
た
と
は

い
え
な
い
°
今
後

、
収
机
を
上
げ
る
に
は

発
生
予
察
を

し

て
、

習
慣
が
あ
っ
た

が、

水
稲
は
ほ
と
ん

ど
使
っ

て
い
な

か

っ
た
。

多

収
獲
品
種

で

マ
レ
ー

シ
ア
で
は
昔
か
ら
プ
ラ
ン
テ

イ

ツ
ヨ

ン
で

の
、

uJ
 

燐
薬
使

用

の
実
惰

し
許
可
を

す

る
様
に

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

輸
出
側
の
日
本
も
農
林
省
、

ー

ス
の
発
達

で、 ● , 

炭
薬
は
使
う

多
肥
栽
培
で
病
害
虫
発
生
が
多

く

な

或
る
程
殷
の
収
招
を
上
げ
る
妬
は
肥
料
燐
薬
が

阻
生
省
が

、

日
本
で
や
っ

て
い
る
病
害

除
草
剤

、

ツ

半
前
匹
調
査
分
析
を

し
て

か
ら
発
表

日
本
の
殷
薬
閲
題

で
も
す

ぐ
世
界
中
に
知

れ

る
時
代

で
あ

り

． 
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親
切
に
息
長
く
売
つ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
は
、

る
と
思
う
。

め、
Ai
 

りヽ

9 . 

そ
れ
に
は
、

．
 

無
償
の
技
術

袋
薬
を
発
展
途
上
国
に
売
つ

て
い
く
に
は
現
地
の
人
心
を
掴

ん
で

、

い
ろ
い
ろ
な
危
険
も
考
え
ら
れ
何
と
い
つ
て
も
教
育

レ
ペ
ル
が
問
閣
に
な

け
で
も
食
税
半
情
が
よ
く
な
る
。

ね
ず
み
の
被
害
は
、

ろ
う
。
又
、
殺
虫

、

将
来
の
煤
な
は

、

し
ヵ
し

、
現
地
の
農
民
使
用
知
識
が
低
い
た

収
侃
の
三

o
·~
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ

、

設
菌
剤
ば
か
り
で
な
く

、

こ
の
あ
た
り
か
ら
指
導
又
は
協
力
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

完
成
品
を
輸
出

し
な
い
で
、

し
た
り
下
の
方
が
か
た
ま
つ
て
い
た
り
で
使
え
な

く

な
っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
よ
り
翰
入
さ
れ
て
い
た
が
、

今
後
の
煤
薬
輸
出

VC
つ
い
て

東
南
ア
ジ
ア
地
域
は

、

殺
そ
剤
も
将
来
の

大
き
な
問
函
で
あ

て
、
現
地
で
必
要
な
だ
け
製
剤
し
た
ほ
う
が
、

運
賃
だ
け
で
も
女
く
つ
く
し
、

原
液
又
は
錠
剤
で
輪
出
を
し

貯
蔵
施
設
が
悪
く
、

で
み
た
事
だ
が

、
大
茄
の
液
剤
が
ド
ラ
ム
カ
ン
で

、

つ
か
く
の
農
薬
が
仮
用
不
能
と
な
る
垢
合
が
多
い
。

そ
れ
を
防
ぐ
だ

大
き
な
伽
寄
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
炭
薬
は
、
安
全
で
節
単
匠
使
用
出
来
、
炭
薬
公
害
の
な
い
も
の
で
あ
―

そ
の
地
城
全
体
を
一
斉
に
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
微
粒
剤
を
撒
布
す
れ
ば
効
果
が

上

高
福
多
湿
で
あ
り

、

た
と
え
ば
、

ダ
イ
セ
ン
は
大
き
な
袋
で

面
射
日
光
陀
さ
ら

ハ
キ
ス
タ
ン

余
程
の
貯
蔵
施
設
が
な
い
と
せ

る
の
で

、
，
今
後
は
彼
粒
剤
に
各
炭
薬
会
社
も
力
を
入
れ
る
と
思
う
。

粉
剤
‘
乳
剤
か
ら
粒
剤
妬
か
え
、
手
で
撒
（
と
か
筒
単
な
撒
粒
殴
で
ま
く
な
り
、

く
、
炭
薬
撒
布
機
特
匠
エ
ン
ジ
ン
炭
具
が
使
え
な
い
人
が
多
く

、

す
る
資
料
を
流
し
て
い
る
が
、

此
薬
使
用
の

ほ
と
ん
ど
の
国
で
使
用
す
る
船
家
に
教
育
が
な

-5 2-



現
地
の
人
達
侭
目
で
確
か
め
さ
せ

、

無
依
提
供
忙
よ
り

、
完
全
防
除
の
デ
モ
ス

ト
レ
ー

ジ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
を
や
つ
て
、

協
力
か
ら
始
ま
り

、

● , 

理
解
さ
せ
る
事
で
あ
ろ
う
。

相
手
国
の
病
害
虫
予
察
か
ら
防
除
体
制
を
作
り
、
農
薬
の

．． 
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一
九

六
五
年
十
一
月
陀

、

展
開
さ
れ
た
。

山
西
省
昔
陽
県
大
塞
人
民
公
社
大
塞

生
産

大

隊
の
党
組
織
と
農
民
は
、

五
三
年
合
作
化
以
来
、
外
部
の
援
助
匠
た
よ
ら
ず

、
自
己
の
両
手

、

の
籾
神
に
よ
っ
て
、

「
比
ぺ

、

道
し

、

”
 

9 . 
大
塞
粘
神
妬
学
び
、

学
び

、

北
京
で
大
塞
生
産
大
隊
を
中
心
と
し
て

＇ ． 

「
大
塞
の
道
を
歩
み

、
社
会
主
義
社
会
の

大
塞

を
追
い

こ
そ
う
」

（
ム
ー
は
六

。
六
ア

ー
ル

）

の
運
動
が
全
固
裂
村
妬
広
く

ま
た
幹
部
が
肉
体
労
働

VC
先
頭
匠
立
つ

て
参
加
す

ー
ム
ー
当
り
五
〇
キ

ロ
の
収
穫
高
を
六
四
年
に
は

、

の
は
げ

山
を
肥
沃
な
段

々
畑

に
変
え

、
解
放
前
の

自
力
更
生

自
然
災
害
の
絶
え
な
か
っ
た

、
荒
れ
は

て
た

八
〇
〇

ム
ー

以
上
と
飛
臨
的
に
増
産
さ
せ
た
。
早
く
も
五
九
年
に

、
昔
賜
県
党
委
員
会
は
こ

の
大
塞

大

隊
の
経
験
に
注

目
し
、

発
展
さ
せ
た
手
本

、
典
製

｀

追
い
つ
き

、

び
、
大
泰
妬
追
い
つ
き
、

新
農
村
を
建
設
し
よ
う
」

十
月

陀

そ
の
経
験
を
高
く
評
価
し
た
。

助
け
る
」

ム
ー
当
り
四

0
0
キ
ロ

「
大
泰
模
範
事
跡
展
覧
会
」
を
印
き

、

全
県
の
幹
部
を
教
育
し
た
。
六
三
年
六
月
匠
は

、
人

民
日
報
が
大

塞
を
紹
介
報

そ
れ
以
来
、

勇
敢
匠

自
然
災
害
と

戦
い

、

困
難
忙
立
ち
向
う
、
自
力
更
生
、
刻
苦
蒋
斗
の
籾
神
を
発
抑

し
、

製
業
生
産
を

る
よ
い
作
風
の
手
本
と
し
て
全
国
的
に
大
泰
の
名
が
知
ら
れ
た
。

の
運
動
と
結
び
つ
き
、

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
叫
ば
れ
て
い
る
。

式
煤
業
典
型
展
虻
会
」
が
開
か
れ

て
い

る
よ
う
に
、

お
り
か
ら
の

「
大
塞

匠
学

「
全
国
大
塞

大
塞

式
先
進
農
茉
単
位
の

称
号
が
与
え
ら
れ
た
疫
業
生
産
単
位
は
い
ま
全
国
各
地
に
多
数
生
ま
れ
て
い
る
。

大

泰

精

神

と

は

？

編

集

係

一
九
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目
下
、

りヽ

広
大
な
殷
村
で
は
毛
沢
東
思
想
を
活
学
活
用
す
る

大
衆
運
動
が
さ
ら

大
隊
も
急
速
に
追
い
上
げ
、

大
泰

に
学
ぶ
先
進
の
隊
列
匠
加
わ
る
に
全
つ
て
お

を
開
始

し
て

新
た
な
成
果
を
か
ち
と
つ
て
い
る

し
、
多

く
の
後

進
的
な
公
社
や

自
党
的
行
動
に
転
化
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
広
大
な
炭
村
の
人
々
の
心
に

深
く
定
焙
し
て
ぶ
り

、

塞

妬

学
ぶ

、

お
り
企
•
新
た
な
成
果
を
か
ち
と
つ
て
い
る
。

毛
主
席
が
発

し
た

昔
陽
県
妬
追
い
つ
け
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ

ン
は
今
ま
さ
匠
幹
部
と

社
員
大

衆
の

こ
こ
一
年
来

、
各
地
の
大
塞

に
学
ぷ
う
え

で
の

先
進
的
単
位
は
莉
た

な
歩
み

大
泰

に
学
ぷ
う
え
で
の
先
進
的
県
は
次
々
に
出
現

し

つ
つ
あ
る
。

匠

一
歩

深
め
ら
れ
た
結
果

、
革
命
的
な

大
衆
の
精
神
の
姿
匠

大
き
な

変
化
が
生

「
疫
業
は
大
秦

に

学
ぼ

う
」

と
い
う
大
衆
運
動
が

、

毛
主
席
の
プ
ロ

レ
ク
リ
ア

革
命
路
線

の
導
き
の
も
と
に

、

こ

の
報
道
は

、

を
よ
び
か
け
た
。

昨
年
、

塞

Vc
学
ほ
う
」 ●、

と
い
う
偉
大
な

よ
び
か
け
は

、

さ
ら
に
広

く
、

こ
の
社

説

一
年
後
の
総
括
と
な
つ
て

S

る
。

九
月
二
十
三
日

、

全
国
の
設
業
は

大

深
く
前
進

し
、

発
展

し
て

「
大
塞

妬
学
び

ぼ
う
」
を
か
か
げ
文
革
後
の
運
動
の
よ
り
高
い
水
準
へ
の
引
き
上
げ

人
民
日
報
は
社
説
「
農
業
は
大
塞

匹
学

建
設
の
中
心
に
位
岱
づ
け
ら
れ

て
い

る
。

と
い
う
よ
び
か
け
以
来

、

〔
訳
者
の

言
葉
〕
中
国

で
は

一
九
六
四

年
の
毛
主
席

の

新
革
社

一
九
七

ニ
ュ
ー
ス

「
煤
業
は
大

大
塞

匠
学
ぶ
運
動
は
中
国

1

1
0
•
五

「
晟
業
は
大
塞
に
学
ぶ
運
動
」
は
全
国
で
広
く

採
く
発
展
し
て
い
る

＇ 

．
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じ
た
°
党
の
幣
頓
と
再
建
を
経
て
、

き
い
き
と
し
、

果
、
多
く
の
土
地
は
皐
害
、

蚊
翡
水
準
を
超
え
た
。
秋
の
食
和
作
物
、
綿
花
そ
の
他
の
経
済
作
物
も
生
育
が

艮
い
。

` • 

連
続
九
年
農
業
が
賤
作
を
か
ち
と
っ
た
基
礎
の
う

え
匹
立

つ
て

、
社

貝

作
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

最
も
根
本
の
条
件
で
あ
る
。
大
塞
の

経
船
を
哀

匠
身
匠
つ
け
る
た
め
に
は

、

共
通
の
経
験
で

あ
る
。

革
命
運
動
の
実
際
と
し
つ
か
り
結
び
つ
け

て、

幹
部
と
社
員
大
衆
の
毛
沢
東
思

想
活
学
活
用
を
組
戦
し

、

己
の
頭
脳
の
中
の

． ． 

基
屈
の
党
組
紐
は

一
陀
純
潔
匠
な
り

、

洪
水
に
抵
抗
し
う
る
安
定
高
収
楼
ぬ
地
と
な
っ
た
。

こ
れ
は

、
各
地
で
大
塞

に
学
ん
で
い
る

階
級
敵

、
自

路
線
忙
反
す
る

各
釉
の

諒
っ
た
傾
向

と
戦
つ

て
い
る
。
毛
主
席
の
プ
ロ

レ
ク
リ

ァ
陪
級
の
感
怜
妬
対
す
る
理
鮨
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
た
め

に
大
窓

に
学
ぷ
自
党

性
が
よ
り
高
ま
り

、
昔
陽
県
妬
追
い

つ
く
フ
ァ
イ
ト

が
よ

り
大

き
く
な
っ
た

。

十
年
匹
九
年
は
旱
害
t
c
み
ま
わ
れ
る
と
い
う
遼
喩
｝
省
胡
彫
地
ヌ
一
は

、
森

和

を

外
部
に
た
よ
る
有
名
な
低
収
地
区
で
あ

っ
た
。

力
を
入
れ

、

こ
の
地
区
の
広
大
な
幹
部
と
社

員
は
大
塞

を
モ
デ
ル

Vc
し

て
毛
沢
東
思
想
を
活
学
活
用

し
、
世
界
歓
の
改
造
に

旧
を
守
り
、
何
ら
な
す
と
こ

ろ
の
な
い
思
想

を
批

判

し
、
あ
え

て

一
段
と
高
め
た
。
彼
ら
は

、
革
命
大
批
判
の
旗
を
高
く
か
か
け

、

一
年
来

、

ず
こ
の
根
本
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。

大

塞
の
経
験
に
は
い
る
い
ろ
あ
る
が

、

や
幹
部
逹
は
自
信
に
渦
ち
あ
ふ
れ
て

、

今
年

、

「
私
」
心
と
あ

く
こ
と
な
く

戦
い
つ
づ
け

、
毛
主
席
の
革
命

階
級
斗
争
と

2
つ
の
路
紛
の
闘
争
の
認
成
を
さ
ら
に

わ
が
固
の
広
大
な
炭
村
の
各
級
党
組
瓶
と
革
命
委
＇
只
会
は

、

ニ
大 ま

毛
沢
束
思
想
で

人

を
教
育
す
る
の
が

わ
が
国
社
会
主
義
品
業
の

十
年
目
の
梨

わ
が
国
の
哀
作
は
全
面
的
翌
作
で
、

麦
類
と
早
稲
の
総
収
誼
は
史

上

陣
地
は
一
屈
強
固
匠
た
っ
た
。
大
規
校
な
品
地
基
本
述
設
が
お

こ
な
わ
れ
た
結

プ
ロ
レ
ク
リ
ア
独
裁
は

一
彫
強
化
さ
れ

、

謀
村
の
社
会
主
渡
の い
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新
た
匹
進
み
出
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
こ
の
県
の
指
導
グ
ル

ー
プ
は
何
回

山
河
を
安
配

し
な
お
す
闘
争
を
展
開

し
た
。

昨

年
、
全
区
の
食
糧
総
生
産
は
文

打
っ
た
。
今
年
は
炭
業
は
大
塞

に
学
ぷ
大
衆
運
動
は
更
匠
深
ま
り

、
革

命

と

生

産
の
形
勢
は
ま
す
ま
す
艮
く
な
っ
て
い
る
。

「
大

泰

匹
学
び

、

と
頑
強
な
力
く
ら
ぺ
を
お
こ
な
い

、
今
年
は
全
県
で
大
災
の
あ
と
の
新
裟
政
を

予
想
し
う

る
に
至
っ

て
い
る
。

グ
ル

ー
プ
が
ど
ん
な
路
線
を
執
行
す
る
か
匹
か
か
つ
て
い
る
°
多
く
の
事
実
が

証
明
し
て
い
る
よ
う
に

、

握
ら
れ

て
い

る

と

こ
ろ
で
は

大
塞

の
経
験
は
早
く
学
ぺ
る
し

、

る
の
に
対
し

、

昔
賜
妬
追
い
つ
く
と
い
う
の
忙

、
何
で
大
困
難
に

こ
れ
に
反
対
の
場
合
は

、

産
隊
の
指
導
グ
ル

ー
プ

VC
対
し

て
段
取
り
を
つ
け
て
次
々
と
整
頓
を
苓
こ
な
い

、

こ
の
際
特
妬
後
進
の
公
社
と
生
産
隊
及
び

注
意
を
払
い
つ
つ

、

次
々
に
自
然
災
害

み
な
大
塞

の
経
験
を
お
の
れ
の
も

「
老
大
難
」

道
も
院
け
て

来

ど
こ
で
も

、

の
単
位
の
援
助
匠
特
に

思
想
建
設
と
組
織
建
設
を
お
こ
な
っ
た
。

大
泰

侭
学
ぷ
運
動
の
先
頭
に
あ
る
山
西
昔
楊
県
は
、
革
命
化
の
大
道
の
上
を

一
年
来

、
炭
村
の
各
級
党
組
織
と
革
命
委
員
会
は

、

い
る
。

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

山
区

、

と
幹
部
は

革
前
の
五

十

六
茄
増
と
な
り
、

闘
争

し
、

．
 

● , 

公
社
、

阻
害
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

指
導
権
が
毛
主
席
の
革
命
路
絲
に
忠
実
な
人
の
手
に

大
泰

の
経
験
が
う
ま

く
学
び
う
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
は
指
導
忙
あ
り

、

あ
る
い
は
水
郷
や
牧
区
の
別
な
く

、

生
指
導

と
い
う
こ
と
は
各
地
の
実
践
が
こ
れ
を
証
明
し
て

毛
沢
東
思
想
で
人
を
教
育
す
る
こ
と
を
し
つ
か
り
や
り
さ
え
す
れ
ば
、
平
原

、

屈
服
す
る
も
の
か
」
と
い
う
戦
闘
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

福
建
省
福
鼎
県
は
今
年
ま
れ
に
み
る
旱
害
匹
み
ま
わ
れ
た
が
貧
晨
下
層

中

農

食
粗
を

外

陀
た
よ
る
と
い
う
歴
史
匹
終

止
符
を

あ
え

て
創
造
す
る
と
い
う
革
命
粍
神
を
う
ち
立

て
、
改
め
て
朝
陽
の

． 
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の
2
つ
の
路
線
の
闘
争
史
と
、
党
の
全
社
会
主
義
の
益
史
段
階
に
お
け
る
基
本

主
義
を
批
判
し
整
風
を
お
こ
な
う
こ
と
を
中
心
に
、
多
数
の
基
限
幹
部
に
党
内

一
中

総
会

、

「
一
打
三
反
」
運
動

、
党
の
整
頓
と
建
設

、

結
合
す
る
に
至
っ
た
。
彼
ら
は
、

及
び
炭
業
は
大
塞
に
学
ぷ
運
動
を

毛
主
席
の
全
党
は
思
想
と
政
治
路
線
の
方
面

の
教
育
を

く
り
ひ
ろ
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
偉
大
な
指
示
忙
し
た
が
い
、

修
正

二
中
総
会
が
提
出
し
た
各
項
の
戦
闘
任
務
を
ま
じ
め
匠
実
行
し

、

一
年
来
、
各
地
の
党
組
織
と
革
命
委
員
会
は
、
党
の
九
回
全
国
代
表
大
会
‘

斤
）
去
年
の
食
粗
の
ム

ー
当
り
乎
均
生
産
祁
は

（

八

0
0

対
処
し
て
農
地
基
本
建
設
を
大
い
妬
や
り
、

二
年
で
見
ち
が
え
る
よ
う
に

な
，
9
、

の
人
民
は
大

泰

を
モ
デ
ル
に
し
て
自
力
更
生
、

刻
苦
朽
闘
し
、

と
生
産
隊
の
革
命
化
し
た
建
設
を
強
化
す
る
よ
う
に
誠
実
に
援
助
し
て
い
る

。
公
社

今
年
は
さ
ら
に
大
き
な
豊
作
が
予
想
さ
れ
て
い
る

。

招
が

さ
せ
た
。
現
在
、

こ
の
県
の

5
つ
の
大
き
な
川
の
川
原

の
治
理
は
完
了
し

、
二
、

七

0
0
の
支
流
の
治
理
も
九

0
％
完
了
し

、
多
く
の
小

型
貯
水
池
が
建
設
中
で

あ
り

、

七

0
％
の
耕
地
は

「
黄
河
水
準
」

「
大

泰
式
耕
地
」
と
な
っ
た
。

（
ム
ー
当
り
五

0
0斤
）

去
年
食
糧
の
平
均
収

を
超
え
た
と
い
う
基
礎
の
上
に

、

湖
南
省
衡
東
県
は
文
革
前
食
糧
の
ム
ー
当
り
平
均
収
術
は

三
l
四

0
0
斤
で

あ
っ
た
0

大
塞
ご
匹
学
ぷ
運
動
の
中
で
尿
の
指
導

グ
ル
ー
プ
は
歴
史
的
経
験
と
教

訓
を
ま
じ
め
に
総
括
し

、
自
身
の
革
命
化
を
し
つ
か
り
や
る
と
同
時

vc
、

指
達
グ
ル

ー
プ
の
革
命
化
は
大
衆
の
思
想
の
革
命
化
を
促
進
し
て
い
る
。

全
県

早
害
と
洪
水
に

「
全
国
農
業
発
展
要
綱
」

の
水
準
を
超
え
た

。

今
年
の
形
勢
は
去
年
よ
り
さ
ら
匠
艮
い

。

め
、
路
線
教
育
を
お

こ
な
い
、

幹
部
と
社
員
大
衆
の
革
命
の
闘
志
を
一
階
激
発

ひ
き
っ
．
つ
き
甚
屈
指
導
グ
ル
ー
プ
の
革
命
化
し
た
建
設
を
強

お
ご
り
と
満
足
忙

反
対
し
、
革
命
を
つ
づ
け
て
い
る
。
彼
ら
は
階
級
闘
争
と

2
つ
の
路
線
の
闘
争

を
カ
ナ
メ
と
し
、

も
開
門
整
風
を
お
こ
な
い

、
先
に
立
つ
て
矛
盾
を
あ
ば
き
、

-5 3-



の
後
進
的
大
隊
の
姿
を
急
速
に
変
え
さ
せ
て
い
る
。
淮
北
の
二

0
の
後
進
的
生

進
的
な
大
隊
を
援
助
し
て
思
想
と
組
織
の
革
命
化
し
た
建
設
を
強
め

、

こ
れ
ら

括
し

、

お
し
広
め
る
と
同
時
に
、

力
を
集
中
し
て
二

0
の
異

っ
た
タ
イ
プ
の
後

公
社
、
生
産
隊
の
指
導
グ
ル

ー
プ
の
革
命
化

し
た
建
設
を
し
つ
か
り
お
こ
な
っ

て
い
る

。
彼

ら
は
証
霊
ホ
の
郭
庄
大
隊
が
自
力
更
生
で
大
泰
に
学
ん
だ
経
験
を
総

安
徽
省
で
は
何
回
に
も
わ
た
っ
て
幹
部
を
淮
北
地
区
深
く
入
ら
せ

、
後
進
の

化
し
た
。

会
の
成
員
は
、

面
で
の
工
作
は
ま
ず
三
分
の
一
を
う
ま

く
や
る
必
要
が
あ
る

」

の
つ
と
り
、

び
実
践
第
一

と
い
う
教
え
に

農
村
三
大
革
命
闘
争
の
第
一
線
に
深

く
入
り
、

集
団
の
生
産
労
働

経
験
を
総
括

し
、
段
取
り
を
お
つ
て
お
し
広
め

、

山
東
省
の
県
以

上

の
党
組
織
と
革
命
委
員
会
の
成
員
は

、

自
己
滴
足
を

打
破
す
る
自
己
教
育
運
動
を
通
じ
て
、

苓
ご
り
に
反
対

し、

大
衆
こ
そ
其
の
英
雄

、

の
観
点
を
う
ち
立
て

、
続
々
と
農
村
深

く
入
り
、
大
塞
に

学

ぶ

先

進
的
経
験
を
お
し
広
め

、
炭
業
は
大
塞

に
学
ぶ

大
衆
運
動
の
指
導
を
一
段
と
強 及

多
く

の
点
が
全

面

を
促
す
」
と
い
う
効
呆
を
収
め
た
。 「一

点
が
一

片

を
ひ
つ
ば
り

に
参
加
す
る

こ
と

を
堅
持
し

、
調
査
研
究
を
お
こ
な
い

、
典
型
を
見
い
だ
し

、

毛
主
席
の
「
良
い
典
型
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

、

一

大
塞
の
経
験
を
お
し
広
め
る
過
程
で

、
多
く
の
地
区
の
党

組
織
と
革
命
委
負

強
化
し

、

命
路
線
を
執
行
す
る
自
党
性
を
高
め
た
。

農
村
の
社
会
主
義
の
陣
地
を
う
ち
固
め
た

。

つ
て
兵
と
＝
ー
セ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
見
分
け
る
能
力
を
増
強
し

、

の
ふ
り

ま
い

た
反
革
命
の
誤
っ
た
理
論
を
き
び
し
く
批
判

し
、

路
線
忙
つ

い
て
の
教
育
を
お

こ
な
い
、
劉
少
奇
と
い
っ
た
類
の
政
治
ペ
テ

ン
師

1

● , 

こ
の
こ
と
に
よ

毛
主
席
の
革

こ
の
よ
う
に
し
て
農
業
は
大
塞
に
学

ぶ
大
衆
運
動
が
終
始
毛
主
席
の
革
命
路
線
忙
沿
つ

て
健
全
匠

発
展
す
る
こ
と

を

保
証
し
た
の
み
な
ら
ず
、
党
の
役
村
妬
お
け
る
各
項
の
工
作
に
対
す
る
指
導
を

． 
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ら
ず
、

し

つ
か
り
つ
か
ま
ず
、

ジ
ョ
ッ

ク
を
与
え

、
後
進
的
な
生
産
隊
を
鼓
舞
し
て
い
る
。

各
地
の
実
践
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
妬

、
各
級
の
指
導
グ
ル

ー
プ
忙
大
き
な

ま
ず
三
分
の

大
衆
運
動
の
中
で

、

各
級
の
党
組
織
と
革
命
妥
旦
会
の
指
導
的
な
人
々
は

、
戯
業
は
大
塞

匠
学
ぶ

「
政
策
と
策
略
は
党
の
生
命

で
あ
る

」
と
い
う

党
の
各
項
の
政
策
を
実
行
す
る
自
党
性
を
高
め
た
。
各
地
で
は

、

を
発
動
し

、

を
ま
じ
め
に
只
徹
実
行
し

、

的
な
安
配
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
食
税
生
産
を
し
つ
か
り
や
る
と
同
時
に

、
綿

花
、
油
料

、
杷
料
そ
の
他
と
い
っ
た
経
済
作
物
の
生
産
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

注
意
を
払
つ
て
い
る
。
多
く
の
地
区
で
は
ま
た
、
大
秦

に
学
ぶ
大
衆
迎
動
と
結

大
な
指
示
を
ま
じ
め

VC
実
行
し

、

現
在

、

合
し
て

、

i . 

大
衆
妬
お
く
れ
、

し
か
し
、

．
 

い
ま

、

形
勢
に
お

く
れ

て
い
る
よ
う

大
塞
に
学
ぷ
大
衆
運
動
に
力
が
入

煤
、
林

、
牧

、

大
い
に
大
衆

自
力
更
生
の
方
針
を
堅
持

し
て
、

炭
業
板
械

全
国
の
農
業
は
大
塞

に
学
ぶ
大
衆
運
動
は

、
勢
い
よ

く
発
展
す
る
大

い
に
よ
い
形
勢
を
示

し

て
い
る
。

な

一
部
の
地
区
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
の
党
組
織
と
革
命
姿
員
会
は

、

農
村
の
闘
争
、
批
判

、
改
革
と
秋
の

と
り

入
れ

、
秋
描

き
工
作

と
結
び
つ
け

て

化
の
足
ど
り
を
速
め

、
社
会
主
義
煤
業
の
全
面
的
発
展
を
促

し

て
い
る
。

毛
主
席
の
「
炭
業
の
板
本
的
な
将
来
は
檄
械
化
に
あ
る
」
と

い
う
偉

「
食
柑
を
カ
ナ
メ
と

し
、

え
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

。

の
経
験
は
点
か
ら
面

へ
と
打

ち
開
け

、

一
を
つ
か
み

、

進
的
モ
デ
ル
を
ま
じ
め
忙
と
り
あ
げ
‘

フ
ァ

イ
ト

が
あ
り
、

毛
主
席
の

産
大
隊
の
巨
大
な
変
化
は

、

副
、
漁
の
各
部
門

Vc
つ
い
て
合
理

全
面
的
匠
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
方
針

偉
大
な
教
え
に

し
た
が
い
、
広
大
な
幹
部
と
大
衆
妬
政
策
教
育
を
お

こ
な
い

、

広
ま
り
、
炭
村
の
姿
を
す
み
や
か
妬
変

そ
の
あ
と
他

vC
及
ぼ
す
よ
う
に
や
る
な
ら

、

大
塞

こ
れ
ら
の
先
進
的
モ
デ
ル
を
基
点

Vc
、

ま
た
革
命
化

し
た
作
風
が
あ
り

、

当
地
の
大
塞

に
学
ぶ
先

先
進
的
な
生
産
隊
を
促
し

、

中
間
的
な
生
産
隊
妬

-6 0-
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ま

じ

め

匠

経

験

を

総

括

し

、

成

績

を

発

掲

し

、

一

歩

大

衆

を

発

動

し

て

、

向

つ

て

押

し

上

げ

よ

う

と

決

意

し

て

い

る

。

（
ア
ジ
ア
経
済
研

究

所

浜

勝

彦

）

農

業

は

大

秦

に

学

ぷ

大

衆

運

動

を

新

た

な

高

ま

り

匠 弱

い

環

節

を

克

服

し

、 ． 
さ
ら
に
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年定

発

行

所

間

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な

開
発
事
業
に
従

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な

開
発
事
業
に
必

0
海
外
農
業
技
術
者
と
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
方
の
登
録
と
プ
ー
ル

0
新
人
か
ら
の
海
外
農
業
技
術
者
へ
の
養
成

0
待
機
中
に
お
け
る
技
術
の
プ
ラ
ッ

ジ

ュ
ア

ッ
プ

に
必
要

な
研
修
費
の
貸
付

0
海
外
農
業
の

協
力
お
よ
び
開

発
事
業
を
し
て
い
る
団
体
企
業
等
へ
優
秀
な

農
業
技
術
者
の
あ
っ
せ
ん

海
外
農
業
ニ
ュ
ー
ス

財

団

法

人

海

外

農

業

開

発

財

団

郵
便
番
号

一
〇
七

東
京
都
港
区
赤
坂
八
ー

一
〇

ー
三
二

ア

ジ

ア

会

館

内

電

話

直

通

（

四
0

1

)

一
五
八
八

（四

0
二
）
六
―
―
一

内
線

30

印

刷

所

泰

西

舎

価
（
送
料
共

）

二

五

0
円

（
送
料
共
）
三

、

0
0
0
円

昭
和
四
十
六
月
十

一
月

二

十

日

通

巻

第

二

四

号

編

集

兼

発

行

人

石

黒

光

0
海
外
農
業
調
査
団
の
編
成
、
送
出

0
海
外
農
業
情
報
の
し
ゅ
う
集
、
紹
介

海
外
農
業
開
発
財
団
は
左
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

は
本
財
団
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い

。

要
な
人
材
を
求
め
て
い
る
方

ら
ぴ
に

事
し
た
い
方

●. 

ら
び
に • 

． 
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定

価

海

外

塁

業

ニ
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部

．
 

f
_

1
 

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
日
発
行

ュ

ー

ス

毎
月
一
回
二
十
日
発
行
通
巻
第
二
四
号

二
五

0
円
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